
斜里町の澱粉生産について

日 置 順 正

099-41斜 里 郡 斜 里 町 朱 円

澱粉工場の変遷

はじめに芋 と工場の浮き沈み90年
すい

馬鈴薯は当町畑作物の常 に主要作物で、その趨
せい

勢 を辿ってみると誕生は古 く、当町農業開拓の祖

鈴木養太が明治10年 朱円西区に入地 した翌年より

同地区にのみ遂次戸数が増 えていったが、その頃
きび

既に馬鈴薯は麦、黍、豆などとともに耕作が簡単

でかつ安全、特 に、食糧 自給上多収で美味 と言 う

最大の長所が喜ばれて必須作物 として耕作 されて

いた。記録によると、明治13年 にこの地方の奨励

作物 として役所から一戸当り5升 の種子芋が無償

で配付 されている。当町で朱円西区に次いでの入

地区は朱円中区であるが、他部落には未だどこも

原始生活にも似たような移住農家の存在 を示す煙

は上 っていなかった。
ようや

しか し漸 く明治32年 になって以久科南に石川

芳次や高橋菊太郎が入地 し、35、36年 になる と同

地区を始め川上、以久科北、峰浜などに移住者が

入 り始めた。 ところがその頃、朱円西区だけは20

戸程の部落形成がなされていたので馬鈴薯 も当然

同地区を中心に耕作 されていたもの と思 う。

当時の馬鈴薯の食べ方であるが、まず第一にと

られたのが塩煮であろうが、この方法は戦後の食

糧難時代 に主食 として用いられた産地の経験済み

のやり方である。更 にその煮たのを捏ねて団子に
い ろ り

して食べた り、囲炉裏の熱い灰の中で丸焼 きにす

るとかが主だったと思われるが、この馬鈴薯を斜

里の農民、即ち朱円西の人々が自家用にせ よ何に

せよ、道具を使って芋 を摺 り下ろ し、粕 と澱粉 と

に分離 して使い始めたのは一体何年頃だったろう

か と興味深い推定が涌いてくる。斜里町史による

と、明治24年 に斜里市街で初めてランプが使用さ

れたとあることから想像 して、その燃料の石油を

入れたブリキの空罐がこの大事な役目に登場 した

のではなかろうか。即 ちブリキ板 に細い釘で目立

つように小 さな穴 をた くさんあけ、それを適当な

板に張 りつけて芋 を摺 る方法 を真 っ先に考 えたと

思 う。その頃の人々の衣、食、住は今 日では到底

想像 も出来ない。無い無い尽 くしの中での生活で

あった故このブリキ板 は貴重な働 きをしたことだ

ろう。それを裏付けるように明治29年 に朱円西に

入地 した栗原佐吉は、町内の他部落が無人の32年

に東一線三号北の場所で(現 在 は埋 められて畑に

なっているが)、 チエプンナイ川上流の小川に径

2.7mの 水車 をかけその水車で使用する水を揚げ、
しっか

巾36cmの 銅 板 を径30cmの 丸 い 木 に 確 り巻 きつ け 、
たがね

先の尖った 塾 で芋 を摺 り潰 し、鋭 く細かい目を

整列にたて上下面の開いた隙間のない頑丈な箱を

被せて、適当に芋 を入れながら手廻 し式作業で澱

粉を製造 し、販売向けとしてその当時かなりの量

を網走へ出荷 したと言われている。

この人は朱円の未開地に挑んだ部落創 り先達の

一人で明治33年 斜里外四ケ村の初代農会長 を始め

朱円の郵便函受第一号や教育所開設運動、学務委

員などその尊い労苦の足跡を遺 しているのでむべ

なるかなと頭が下がる。 したがってこのブリキ板

による芋摺道具はかなり後 まで開拓農家の生活必

需用具 として重宝が られたことであろうし、更に

手廻式による澱粉製造法は使用する水の便 と逞 し

い生産意欲 と更には器用 さを持った農家は自ら各
あい ま

所で行い、尊い現金収入の途 と相侯 って大正の初

期まで続けられたようである。 このように馬鈴薯

が澱粉 として二次製品の役 目を果たすようになっ

た故 もあ ってか明治38年 の記録では町内で40ha

耕作されている。さて明治31年 この地方が植民地

解放になるや狭い本州の農村に満ち満ちていた生
うだつ

涯 椀 の上が らない貧 しい小作農家 を始め、農村

の次男以下の人達は新天地を本道に求め明治後期
あたか せ き

より大正初期にかけ、 恰 も堰 を切 った激流のよ

うに当町にも雪崩込み、一撰千金の夢 を託 して急

速に開拓が進められた。

更にはそれに拍車 をかけるように大正3年7月
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始まった第一次欧州大戦 による本道農産物価格の

異常な暴騰に刺激されて、開墾 と言 う至上使命の

下であ りながら、渡道 したばか りの全 く弱い資金

力、入手困難な諸資材、更に工場建設技術者(主 に

水車大工、工場建築大工)の 不足などのあらゆる

悪条件 と戦いながら、工場使用水の有る所、多 く

の農家が工場建設 に死に物狂いの努力が続けられ
もた

当町に第一回目の澱粉景気 を齎らした大正6～7

年には馬鈴薯の耕作が一挙に1200haに も達 した。

したがってこの時代 には手廻式 は姿を消 し、ほ

とんどが水車 と馬廻式 に移 り、小規模ながら工場

の数は水車工場が63、 馬廻 し工場が40、 発動機2

の計105工 場 と言 う。昭和34年 に中斜里ホクレン

工場が出来た当時の町内工場数より多い状態であ
しゅうえん

った。 ところが大正7年11月 欧州大戦の 終 焉 に

よって、翌8年 頃より澱粉価格が暴落 し始め最高

値 は当町でも一袋16～7円 したものが、9年3月

には小樽相場でも2円50銭 にもなり、他の農作物

価全般の暴落 と重なって農家経済の様相 は火の消
あお にわか

えたように一変 し、特に澱粉景気 に煽 られて 俄

に無理に飛び付 き、後追いの形になった弱小経営
きん か いっちょう

者 は金模一 朝 の夢 と化 し当然馬鈴薯の耕作 は急

減の一一途を辿っていった。 このような中で当町高

台地農家に痛烈な打撃を与えたのが大正8～10年

に至る春の播種期の大風害の連続で、 この地方の

農家は全 くその前途 に希望 を失い他に方策を求め

る状態に陥った。

一方、その頃当町でも水田耕作の気運が高まり
いままで

今迄顧みられなかった湿地帯が急速に開田され、

高台農家の稲作への転出、離農なども手伝 って、

昭和4年 には馬鈴薯の耕作は僅かに600haを 切る
いや

程になった、がそれとは反対に造田熱は弥が上に

も高まり昭和7年 は不幸 にして凶作年であったが

清里町分村 前、当 町全耕 地面積 の三分 の一の

2700haに も達 した。ところが北限の この地帯 に

一度帰 り来た冷涼周期の到来は幼稚な直播の稲作

を根底より覆し、昭和6～10年 までの5年 間に豊

作 は8年 ただ一回だけと言 う連年の大凶作に見舞

われ、水田農家は極度の困窮 と絶望の渕に陥 り、

ここでも畑地還元への大転換 を余儀な くされた。

そのような中で水田耕作に不向 き地帯の工場経営

に愛着を持ち続けた根性ある既存の経営者は不況

時代 をよく潜 り抜 け、馬鈴薯耕作の安定性 と工場

経営の堅実性を明らかに示 し、畑地転換地帯の農

家に明るい希望 を与え、昭和8年 には以久科三号

に電力による共同の大工場が、越えて12年 には以

久科四線にこれも電力による共同の工場が、他の

地帯でも水力及び強力発動機 による個人工場が多

く建設 され、馬鈴薯:の耕作は最低期から8年 後の

昭和12年 には、3600ha(清 里分村前)に も達 し
おう か

澱粉の生産量は北海道一 とまで謳歌されるように

なった。ところがその後 日支事変から大東亜戦争

への突入によって、労働力や肥料 を始め、工場資

材等遂年極度の不足に陥 り、アルコール原料 とし
かかわ

ての至上命令があったにも拘 らず終戦時の昭和

20年 には、馬鈴薯 の面積は1600ha(清 里分村後)

だったが、その生産は低 く工場の操業もままなら

ぬ状況であった。
が ぜん

しか し戦後の食糧難時代 に入るや澱粉は俄然時
ちょう じ

代の 寵 児 となり第二回 目の好景気時代 を迎え、

既存の工場経営者は 「澱粉様々」の大恩恵に浴 し

た。そのような状態か ら斜里町の農民である限 り

個人にせよ、共同にせよ工場 を持ちたい悲願は無
みなぎ

地帯に1張 り、強力 な発動機の発達導入 と昭和22

年からの農村電化の波に乗 り、工場使用水の得ら
つちおと

るる所その新設の槌音が各所に響 き、平地 は勿論

ウ トロを始め、岩尾別、豊里地区にまでに及び、

水車により4工 場、電発動力によ り33工場が新設

され、一部地帯を除き工場経営に何等かの形で籍
ちなみ

を置かない農家はない程 になった。 因 に昭和34

年にホクレン中斜里工場が新設 された年の馬鈴薯

の耕作面積 は3300haに 及 び、工場数は大小合わ

せて96工場あった。なお同年秋ホクレン工場の操

業に伴い、これに吸収閉業 した工場が約半数の45

工場あったが、ホクレン出荷の有利性、工場経営

の煩わ しさからの解放、更には生産技術 の向上な

どが結 びつ き、昭和52年 には町内耕地8550haの

51%の4350haに もなり、その王座は今 日まで続

き61年度の作付面積は町内全耕地11600haの うち

4060haで ある。顧みれ ば、町内の澱粉工場経営

の歴史は古 く、明治32年 朱円西の栗原佐吉が手廻

し式工場 によって販売向 きの操業を始めて以来実

に88年 の長い年月を経ているが、その間幾度もの
つ ど

時 代 の 変 遷 に あ い なが ら都 度 消 長 を繰 り返 し、 手

廻 し式 、 水 車 、馬 廻 し、 発 動 機 、 電 力 と変 化 しこ

の調 査 に よ りそ の存 在 が 確 認 され た工 場 は朱 円 の

57工 場 を筆 頭 に以 久 科40、 越 川35、 川 上21、 峰 浜

18、 豊 倉6、 来 運6、 中斜 里 ・富 士 ・ウ トロ ・日
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の出いずれ も5、 三井 ・美咲3、 豊里 ・大栄 ・岩

尾別各1と 言 うように町内の各部落に設 けられた。

その特徴 としては早 く開拓 され何よりも水利の便

と湿地でない地下水の高い地帯に多い。 またこれ

を着業時の動力別 に分類すると、水車93工 場、電

発動力74、 馬廻 し45工場 と実にその総数 は212工

場 と驚 くべ き数に上 り現在操業中の5工 場 を除 き

ほとんどがその跡形 も遺さない夢のあととなって

失った。操業の様式 も一 日30俵位の家内工業的経

営より、一 日の処理量が往時の一千倍の3万 俵 と

言 う東洋一を誇る中斜里工場のように大変容 した。

農業 と工業技術の進歩発達 とは本質的に異 なるこ
ひ

とは当然であるが、開拓当時 と比 し馬鈴薯の反収

が何倍になっているだろうか。やはり農業は宿命

的に大金持 ちにはなれない仕組みになっているよ

うだ。なお現在町内で操業中の工場 は中斜里工場

を除 き4工 場あるが、この うちの3工 場は近代化

工場に規模拡大 し、澱粉王国斜里の名を今 日なお
しっか

確 りと保 っている。以下年代、動力別にその推

移を記 してみる。

1.手 廻 し時代

栗原佐吉が、手廻 し式で販売向けの量生産 を始

めたことは前に記 した。斜里町史によると、「製

品5000斤 程 を袋 に入れ網走まで運んで売った」(箱

だと思 う)と ある。5000斤 となると3000kgだ が、

このような量の澱粉をほとんど不備だらけの道具

を使って手作業で生産 したと言 うのだから大変 な

労働 だったことだろう。芋 を摺 り潰すロールの製

法は水車の稿で詳 しく記すが、私の聞いた古老か

らの言葉では、そのロールを取 り付けた回転軸の

一方には、回転力の反動 を助 けるため木製の重い

大 きなフライホールを取 り付 け、他方の軸を一人

あるいは二人の力持ちの大男が汗だくになって休

みな く回 し続け、そこへ別の箱で洗った芋を少 し

つつ入れて摺ったのだそうだ。
さら

おそらく最初のや り方は晒 し用の金網 など無か
ふるい たけざる

ったろうし、たぶん一番 節 は生活用具 の竹旅が

二番節はこれも故郷から大事 に持ってきた粉筋が

使われたのではなかろうか。 しか し一般農家が食

糧用の量産や片手間の販売向け作業ならともかく、

当時町内他部落に入地者のない暗黒 とも言 うべ き

時代に澱粉を製造 して網走 まで運搬 し販売すると

言 う、先見、積極性の栗原佐吉のこと故必要資材

の工夫導入など一時も頭の中が休むことは無かっ

たと思 う。沈殿や晒 し用の桶は当時既に豊富にあ

った四斗酒樽 の新 しく空いたものを十本余 りも並

べて使用 し、乾燥は全 く天 日に頼 ったそうである。

次にこれも水車の稿で述べるが、明治37年 に田

中庄兵衛が以久科川沿い西一線九号付近で、水車

による澱粉工場を建てていることから四斗樽がそ

の頃から1.8m角 、深 さ70cm程 の木製の大 きな「き

つ」に代 わっていたようである。また 「沈殿 きつ」

ばかりでな く筋 も金網製の長いものを釣 り下げて

自動的に動 くように工夫されただろう。 また天候

に左右 されて、澱粉製造作業上一番の難題だった
こしら

生粉の乾燥 も火力、乾燥室 を持 えて一挙 に解決

の途が開かれた とも思われる。そのようにわが町
ようらん

の澱粉製造の揺藍期に、以久科南の当時の農業の
せんかく

大先覚者、石川芳次が明治40年 胆振の喜茂別から

水車大工 を呼んで水車工場 を建てたことは水車の

製作ばかりでなく、澱粉の先進地からの技術者受

け入れの点から工場全般の構造機能上大 きな貢献

が齎されたことも考えられる。かくして、手廻 し

による澱粉の製造法は、明治32年 朱円西の栗原佐

吉が開発取 り組 んでから大正の初期に町内各地で

水車工場が華やかに登場するまで続けられたよう

である。

2.馬 廻 し時代

馬鈴薯は昔から斜里の代表作物であった。澱粉

を造りたい!何 とか して芋 を摺 りたい!工 場を持

たないばっかりに儲けられない!頭 を下げねばな
えい

らぬ…情けない…その意地 と工夫は遂に馬の曳引

力 を利用 して機械 を回 し、ロールを回転 して芋を

摺 り、ポ ンプで地下水を汲み上げ、地下水の低い

場所以外町内のどこの部落でも澱粉工場が建てら

れたことで一段 と工場の数が増 していった。この

方法は長さ約3m径 約40cm程 の太い丸太 を六角形

に削り、それにちょうど唐竿の形のように長さ約
は

3m巾9cm角 の骨木18本 を笠形 に嵌め円形約6m

余 りの頑丈な大唐笠を作 り大 きな長い角材で組ん

だ枠の中に回転出来るように垂直に立てる。各骨

の先端 には矢尻の羽根のように先開 きの形 に上下
まつやに

に木 を打 ち松脂 を塗ったロープベル トがはずれぬ

ように し、大 きな笠の軸木に上から斜めに頃合の

長い角材 を固定 して、その斜木の地上約50cm位 高

さの箇所 に馬が曳引出来るようにドツコイを装着

する。 したがって馬は一定の円周を製造期間中大

事な動力源 として曳き続けるのであるが、機械の
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回転に合わせた速度の歩みと従順な働 き振 りはや

は り馬の世界 にも差があって、 どこの工場にも曳

き手上手 として可愛がられた馬があったものであ

る。さりとて毎 日その馬だけを使 う訳にもいかず、

特 に歩みの遅い馬の駅者 はこれまた見た目より楽

でなく昼間は眠 くなるし秋更けた夜業は寒い し力

仕事でない為多 くは女や子供に回って くる仕事で

もあった。今 日であれば防寒具に くるまってラジ

オをかけて好 きな音楽やテープで歌 を聞 きながら

など結構それなりの工夫が可能であるが、小暗い

ランプの灯一つの冷える外で充分な身支度 もしな

い姿で黙々と同 じ場所 を回り続ける情景は農村の

哀れな一場面で もあった。この機械の動 き方は、

馬の曳力 によって大唐笠が回り、その先端 に張っ

たロープベル トがそれを受ける他方の軸木 をも回

し、以下木製歯車 を利用 してローラーを回 しある
かくさい

いはクランクを働か して竹筒 による格塞ポンプを

動かして水を汲み上げるのである。その頃の川上

を始め朱円、以久科、越川には馬廻 し工場数 も多

く、晩秋冷え切 った更けた夜、一般農家が床に入

る時刻にまだあちこちの馬廻 し工場で水 を汲み上

げるカッチャン、カッチヤンのポンプの音が一種

の哀調をおびて聞こえてきたものである。

町史によると馬廻 し工場の先覚者は以久科北の

楠喜八で、明治43年 に基線五号付近で始めたとあ

る。 ところが馬廻 し工場 も水車工場 と同様にその

始業は古 くても、次の欧州大戦の好景気時代 を迎

えるまでの期間は工場の新増設は微々たるものの

ようであったが、俄然訪れた時代の波に乗 って、

まず大正5年 には川上で吉本虎治、岡本喜三郎、

日笠亀市、森与一一、横田利作、服部某が操業 を始

め、以久科北で加藤磯次郎、同南で山中富蔵、細

川茂七、越川では目黒繁村、水谷源八、中島仙蔵

らが、中斜里の太田半七、朱円中の長尾宇一も同

年である。翌6年 には朱円中の長島徳次郎、以久

科北の近藤茂次郎や川上の安藤庄作も第一回の場

所で開始 している。なお格塞ポンプによらず打ち

抜 き井戸の開発によって大量の水を利用 したのは、

大正4年 近藤茂次郎が創始者である。

以後、この馬廻 し工場は幼稚なが らも内陸部で

は次々に増設 され、昭和初期 に石油発動機時代 を

迎 えるまでの約15年 間町内各地で続けられたので

ある。以下部落別馬廻 し工場の設置数を挙げてみ

ると、地下水や開発年代 によって限られていて、

朱 円 の21工 場 が 最 も多 く、次 で 以 久 科9、 川 上7、

越 川6、 中斜 里 ・日の 出各1の 計45工 場 と な っ て

い る 。 峰 浜 や秋 の 川 地 区 な どの 水 の便 の よ い地 域

に は無 か っ た よ うだ 。
すこぶ

それ とは逆 に、昔 は町内一帯地下水が 頗 る高

かった為に少量の使用水が得 られれば馬廻 し工場

は所 を構わず容易に建てられて、例えば朱円東の

高台に6工 場、越川北九号三線の高台にも2工 場
かっ

と今日では到底想像できない場所に曾ての澱粉景

気参加の夢の跡を秘めている。

先にも書いたが水車組の中にも後追い型が多か

ったように、馬廻 し組にも全 く同じで大戦景気の

恩恵にあまり預かちず終わってから空 しく天 を仰

いで回顧 した農家 も多かったようだ。

3.水 車による動力時代

水車を動力にして機械 を回し製造を始めた人は

以久科南の田中庄兵衛で、明治37年 に幾品川上流

の東二線九号付近で同川 より水 を引 き径3.6mの

水車で始めた。以久科南の最初の入地者は先にも

書いたが石川芳次の明治32年 であるが、残念なが

ら田中庄兵衛の入地は不詳である。 しかし、明治

36年 に以久科北(西 三線四号)に 入地 した近藤茂

次郎や宮崎七次郎が入った時既 にその辺一帯は田

中庄兵衛の牧場だった(近 藤明談)と 言 うことを

思い合わせると、石川に後れてはいない頃 とも考

えられる。いずれにせよ大密林の中へ飛 び込み動

物 にも似たような憐 れな生活を続ける中で困難な

開墾と戦い、移住後4・5年 で水車工場 を操業 し

たとい うのであるか ら当時の一旗組は中々の進取

的であったようだ。 しかし、その構造 は至って簡

単、かつ幼稚で、水車の軸に大 きな太鼓車を取 り
わらなわ

付 けそ れ と ロー ル の軸 と を太 さ約10cmも あ る藁 縄

に松 脂 を充 分 塗 っ た もの をベ ル トに して 回転 させ

た よ うだ。
さら ようかいおけ

晒 しのための溶解桶 は 「きつ」 と言うが厚 さ約

4cm位 の桂の板で縦、横1.8m、 深 さ70cm程 の木

製の頑丈な箱桶を作 り、これも手廻 し式の場合の

四斗樽 を並べたように して使用 し、第一次工程の

沈澱の際もこの箱桶 を二列にた くさん並べ作業 し

ている。特 に当町農人の初老以上の年輩の人々が

ほとんど経験:している辛い澱粉工場作業のうち感

に打たれることは、当時の人はこの生粉の溶解作

業 を人力で行なったことである。先にも記 したこ

の大きな函の中へ沈澱によって固まった末晒 しの
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澱粉の生の塊 をたくさん投入 し、水を注ぎつつ、
ねじ

時すでに寒い時季でありなが らシャツー枚、振 り

鉢巻姿の屈強の若者4人 が函の一辺つつに構 え、
かい

小 さい擢のようなもので汗だくになって掩拝 し、

溶け終わるまで一息にかき回 したものだそうだ。

このように困難な溶解作業が続けられるうち、田

中庄兵衛の母親が帰郷 しての土産話 に東京方面の

機械工場では 「90度」 と言 うものを使 っているこ
い

とを教 え、その言を容れて工夫 されたのが二つの

木製歯車の噛み合わせにょる軸の90度 回転変更で、

その後溶解に限らずこの応用により工場全体の構

造が著 しく改良進歩され、能率も急速 に上がった

ようである。移入品の鉄製 ロールが使用されだし

たのは、昭和初期 に石油発動機が動力 として使用

された頃からで、明治末期から大正年間を越える

長い期間、この銅板巻 きのロールが この地方で持

えて使用された。勿論、銅板 とて初めのうちは函

館からの取 り寄せであった。
あらかじ

この拒 え方は、 予 め出来上 りに、合わせた桂

の蒸 して乾かした角の木を二つに挽 き割 り、中心

に角の軸金棒を収める溝を両方の木に堀 り、その
かんな

軸金 を挟め合わせて両面 を座金で固 く止め、 鉤

の台 を広 く長 くしたようなものに当てながら回転
いわゆる しっか

させて所謂旋盤法で均整 に削 り、銅板 を 確 りと
おおむね

巻いて張 り付け大概定めた列の十幾条に巾約1cm

厚 さ約5mm長 さ約10cm位 の塾の角棒 の先 を鋭 く尖

らし、その人独特の摺 り目を打 ち並べてい くので
かぶ

ある。なおこのロールに被せる箱 は既述の通 りで

ある。昭和34年 、中斜里にホクレンの合理化工場

が出来るまで町内には96の 工場が散在 していたが、

この 目の形の立てようによって、粕からの澱粉の

回収率(歩 止 り)に 大 きく響 くと言われ、この目

立て作業は毎早朝、男の中の腕前 を示す作業でも

あった。水車 による澱粉工場は、田中庄兵衛 に次

いで明治32年 に以久科南 に入地 した石川芳次が胆

振の喜茂別から水車作 りの経験のある大工 を呼ん

で40年 に幾品川で操業 し、同川系では大正3年 に

越川の河田辰治、山田栄次郎が、以久科南では同

年午来久助、海道 ・滝川共同工場が動 き出し、オ

クシベッ川では明治39年 に朱円中へ岐阜県より入

地 した林勘十郎が東五線五号付近で明治41年 に始

めている。 ま奉同じ朱円で明治35年 に入地 した宮

城県人の石川小平 ・守人兄弟が林工場の下流の東

三線五号付近で、当時密林で道 らしい道もない中

を10㎞ も離れた以久科南の、石川芳次の工場 まで

通いつつ学び、林より2年 遅い43年 に両人共器用

な腕を振って造 り、その下流に入った加藤桑次郎

も44年 に始業 している。

またアメリカ帰 りの羽振 りのよかった佐藤初右
はこどい

衛門は、桂の厚板で大 きな箱樋を作 り、加藤工場

の下流 より、500m余 りの長 い距離を落差が少な

いため、上手の方は土中に埋没させ下手 に至って

架上に設けて導水 し、大正3年 に国道南側の場所

で水車工場 を回 している。

更に秋の川では、石田喜四郎工場の前身を、酒

巻亀三郎が明治44年 に始業 し、大正に入るや4年

に小笠原勘太郎が5年 には明地文治他数名が工場

を建てている。

また、早 くより拓 けたウナベツ川流域でも峰浜

の藤盛金吉が東九線二～三号間で大正2年 に始め、

当時朱円東に居住 していた羽田野耕三 も大正4年

の操業である。いずれにしても初めに記 したよう

に、第一次大戦当時は水車工場が63工 場 も建設せ

られてその規模は至 って小 じんまりとしたものな

が ら、どこの川沿いにも工場の姿が見 られた。 し

かし、その63工 場の中には大正4年 に三井農場が

関係農家の芋を処理する為に建設 した大規模工場

が一 ヶ所 にあった。町内に河川別の着業時 におけ

る工場数 を多い方から示 してみると、越川から以

久科に流れる幾品川24、 ウナベツ川14、 秋の川系

12、 オクシベッ川11、 艀化場系7、 ポ ンシマ トカ

リ川6、 シマ トカリ川4、 沢水5、 ラムイ川3、

ア ッカンベツ川2、 ホロ トマ リ川 ・ヌカマ ップ

川 ・オライネコタン川 ・豊里川 ・駅鈴川、各1で 、

町内の川 と言 う川には水車の回る音 と摺 り水の白

い泡が両岸にどっしりと付着 していた。何度 も書

いたが、欧州大戦時の澱粉好景気時代 は水車時代
あたか

の絶頂であって、 恰 も各川筋には長いホダ木に

椎茸が続いて生えているようにさえ感 じられた。

今、博物館に展示 してある25馬 力の大水車は、わ

が町で明治後期 に初めて製作せられた水車に改良

に改良が加えられ、発動機や電力時代 に入っても

これ等に決 して負けずに働 き通 した水車代表の勇

者の姿で もある。

なおこの水車の他に、第二次戦中ター ビン水車

が極少数町内に入った経緯 もある。

4.焼 玉エンジン及び石重油発動機時代

町史には以久科北の林仁兵衛が大正6年 に石油
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発動機をまたその頃朱円西の土橋伝七が林より一

年前の大正5年 に石油発動機によって澱粉工場 を

操業 したとあるが、その時代に当地には石油発動

機 はまだ入 っておらず、当町での内燃機関動力の

始まりは大正6年 に焼玉エンジンによる林仁兵衛

である。土橋伝七は、大正7年 に網走の本間鉄工

場より柴田式の焼玉エンジンを取 り寄せて使 って

いるが、当時この工場で働 いたことのある老人の

話では、フライホールが1m以 上 もの大 きなもの

で、凄 く大 きな音をたて土橋が三井 に転居するま

での3年 間、見物客が来る程物珍 しがられて、そ

の後はこの機械がかなりの期間朱円に残っていて、

秋になると至って不規則 な威勢のよい音が響 きわ

たったそうである。

次に、石油発動機であるが、内陸地帯における

長い間の馬廻 し時代 に代わって華やかに登場 した

のが石油発動機で、朱円東の河田辰治が昭和2年

ヤンマー発動機 を水車に代えて使ったのが東部地

区の始 まりで、西部では川上の岡本喜三郎が同年

操業 している。続いて朱円中の長島徳次郎が昭和

5年 に馬廻 しより切 り換え、泥炭で後開発地帯の

以久科三号北では新川常夫が昭和4年 に、6年 に

は楠喜八(ジ ーゼル)、樽見佐太郎、木村義太郎

など、内燃機関の発達 とこの各種メーカーの積極

的な普及宣伝、更には非能率的な馬廻 しや沢水に

よる弱動力源の悩みか らの解放、また強馬力発動

機の出現によっての新規工場の増設等町内各部落

に次々導入操業 されている。

しか し、 この発動機によ り動力 も昭和22年 から

の農村電化によ り多 くの工場がその波 に乗って変

わっていった。その頃まで町内の水車 によらず、

馬廻 しによらず晒 し用や沈殿用 に木製の大箱桶

(キッ)が 使用されたが、水車工場経営者以久科

南の板橋清次郎が大正12年 頃町内はおろか、近隣

町村では初めてのコンクリー トによる擢 り込み掛

流式の沈澱槽 を設けて操業 している。

このようにそれぞれの部落の先達が動力 を始め、

新 しい機械や工法を研究、導入、試験:し、結果が

よいと言 うことになると次年度の操業期には、町

内ほとんどの工場がそのように改良、改善 されて

いる位 に歩止 りや品質の向上、作業の能率化 など

澱粉の製造意欲は旺盛であった。 したがって澱粉

を造 りたさに井戸 を掘 り、馬で機械を回し、能率

の上がらない苦悩 に十数年 も泣いて耐えてきた内

陸地帯の馬廻 し工場は一挙 にこの発動機工場にと

転換 し、更に強馬力の重油発動機もその後導入さ

れるに及んで、高い所への芋の操 り揚げ方を始め、

自動式の芋洗い法、生粉の粉砕、巾ベル トによる

生粕の自動搬送、コンクリー ト製による一一枚式の

大型摺 り込み掛流沈殿槽法等、工場全体の大規模

化 と同時に一段 と省力能率向上が研究 されて当町

の澱粉製造は川の水車に肩 を並べてこの発動機が

大 きな役 目を果たす と共に、工場経営の親方衆の
は

顔ぶれも水車側 に決 して引けをとらず堂々と覇を

競 ったものである。次に発動機が大 きく工場操業

に登場 したのが第二次大戦終戦後の第二回 目の澱

粉景気の到来期である。この時には戦後の物資材

不足 と言いながら、第一次大戦当時のような弱い

個人工場の乱立 とは異な り、共同化組織も多 く、

ウ トロ、岩尾別、豊里の如 く当初より強馬力発動

機によった工場もあるが、電化 されてその付近 を

変圧線が走っていてもトランスなどの手当が間に

合わなかったか工場建設即、モーター一と言 う訳 に

はいかずひとまず何年かは発動機でと言 う工場 も

数有ったりして、部落別では越川6、 ウ トロ5、

朱円2、 豊倉 ・富士各2、 岩尾別豊里各1の19工

場が発動機工場 として誕生 している。

5.電 力時代

当町農村部落における動力用の送電線は当初極

て限られた地帯であって、終戦後の昭和22年 以降

全町的な農村電化が実施 されるまでの間、モー

ターによる工場は僅かに数える程 しか無かった。

大正15年 に完成 した越川発電所から東三線 を北へ

向かって進み、朱円市街へ入った線 と、同発電所

から六号沿いに以久科市街 を経て、斜線 を進み斜

里市街へ入った線及び昭和12年 に完成 した秋の川

発電所が西四線沿い と、九号 を通った上斜里方面

送電線の各線下だけにモーターによる工場が誕生'

したのである。

その代表的な工場は昭和8年 に設立せられた以

久科三号の共同工場で、16馬 力のモーターを使い

工場の総建坪240坪(792㎡)と 言 う大規模のもの

であった。次 は昭和12年 に設立せ られたこれも以

久科南の四線共同工場で、その規模 は三号工場の

何倍かのものであって水田耕作に徹底的に痛みつ
き し かいせい

けられた同地域農民の起死回生 を願っての加入で

あった。先にも記 した越川発電所が大正15年 に建

設せ られ、昭和5年 に朱円中区に入る条件 として
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おぽ

会社側から電動機3基 と電灯30燈(私 の朧うな記

憶)の 受け入れ要請があった(東 三線沿いと東四

線から西へ根室道路 までの三号両側)。 その電動

機3基 のうちの2基 を工場持ちの長島徳次郎 と寺

島与作の二人が引受け、調子のよい発動機に感謝

と未練を残 しなが らもここでも時代の先達 となっ

て強馬力のモーターに切 り換えている。町内西部

地区で最 も早 く電力化 したのは川上の川村文一で

昭和3年 に工場 を二回目の場所に移設 した際導入

している。なお中斜里や川上地区は早 くより電力

が入っていたので昭和10年 には中斜里の音田清太

郎が、12年 には小野正宜、川上の高松保則、北一

共同が電力で操業開始 している。そればかりでな

く、水田から畑地還元への安全作物 として不動の

地位を占めた馬鈴薯は当然工場の増設、拡大 を迫

られ動力線沿線地帯では新規にあるいは既存の水、

発動力への増力併用等、工場能力の増産態勢に入

っていった。

特 に戦後の第二回 目の澱粉好景気時代に入 って

からは昭和22年 よりの農村電化に併せて、各地の

各種動力既存工場のほとんどが電力 を併用 しある

いは全 く切 り換 え、昭和33年 ホクレン工場への協

力閉業当時発動機のみの工場 は後進山間部の極一

部地域に過ぎなかった。そのようなことから戦後

全 く電力のみによって始業せ られた工場 は朱円

西 ・豊倉各2、 朱円東 ・中 ・以久科南 ・同北 ・川

上 ・中斜里各1の10工 場である。

おわりに

何度も触れたが馬鈴薯は当町畑作物の王座であ
はま

る。昔から適作 と言う言葉があるが特にあて嵌る。

特別の年でない限 り秋遅 く強い霜が来るまで茎 も

葉 も青々と繁 り一 日10a当 た り一俵の実 り増 しな

どと言う嬉 しい微笑の声 も聞こえてくることがあ

る。その上秋晴れの続 く昼間、日光によ く当てら

れた葉は同化作用 を充分営んで澱粉を造 り、冷え

夜セ ッセと土中の芋 に貯える。このようにして収

穫 される頃には一株 に十幾つもの大 きな粒揃いの

澱粉の有 りそうな見事な薯になっている。勿論、

農家の芋作 りに対する不断の研究、努力 もあるこ

とだが斜里はやは り何分の一かは天与の適作の恩

恵に浴 しているところもあるのではなかろうか。

ところが当町生産の芋は本州への食糧用やあるい

は他町村の種子用 に向けられる分はほとんどと言

ってよい程なく、何百万俵 と言う大々量の芋は全

部の位澱粉原料 として工場へ運ばれてい く。町内

には現在、5つ の澱粉工場があるがおそらく99%

の芋はその生産量東洋一 を誇る中斜里の合理化工

場で処理 される。戦後第二回目の澱粉景気で湧い

た昭和25年 頃、町内の全農家が芋作 りに懸命の努

力をした当時一戸で千俵以上の収穫 をした人は一

部落で数える程 しか居なかったがそれが今 日では
一戸で種子でもそれ以上使 う農家 も有ると言 う。

明治32年 町内の部落に末だ入地者のない当時、早

くより拓けた朱円西の栗原佐吉がロールを人力で

回 し、その後の各作業 を不備、不向きの道具を使

い生粉の乾燥 を天 日に頼 り、立派な製品を3000kg

も作って箱詰めにし40㎞ も離れた網走 まで運んで

販売 した と町史は伝 えている。3000kgと 言 うと

50kg詰 め箱に して60箱 だ。このような大量の農産

物が遠 くまで運んで販売 されたことは間違いなく
こう し

これが当町の嗜矢だろう。

開拓、全 く初期のこと故網走までの道路は悪 く

運搬 も大苦労だったろうし考えればどれもこれも

今 日の我々が簡単に想像出来る問題ではない。 と

ころがそれから88年経た今 日、世界の トップにの

し上がった工業国日本の技術 は澱粉工場 にもあら

われ、中斜里の合理化工場は一日の原料芋処理量

30000俵 、61年 度28750tの 精粉を生産 している。

今や当町農業の・基幹作物の澱粉 を始め甜菜、小麦

いずれも世界の農産物市場の渦中に在 って厳 しい

貿易 自由化の波は政府の保護政策の壁によって漸
かつ

く守 られている現状である。曾て日本経済が弱い

時代世界銀行から金 を借 り日本農業史上世紀の大

事業 と言われた八郎潟干拓が完成 して入植水田農

家がさてこれからと夢 に取 り組んだ矢先、減反の
てっつい

鉄鎚が下された。 また根釧 を始め、本道酪農家の
しぼ

搾る毎朝の牛乳にも 「紅」 を入れて出荷 を制限さ

せ られるようになった。今、別海町の西春別の酪
さくにゅう

農家ではこの冬の搾 乳 全量 を割 り当て超過で投

棄 している人が数有ると言 う。澱粉 も甜菜 も小麦

もますます厳 しくなることは避けられ まい。でも

価格や受 け入れの条件が どんなに厳 しくなっても、

当町の農家は米を作る水田農家のように芋 に限 り
けんさん

ない愛着 を持ち、研鐙 を続け必ずこれに打 ち勝 っ

ていかねばならない。107年 前朱円西の先入地者

何人かの人が無償で払い下げを受 けた5升 の種子

芋 を食べる最高の糧 として大事 に作 ったよ うに

「生 きる為に」頑張 ってほしい。それには澱粉の
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高含率の品種の改良 と逆のようだが生産費の低減

を工夫 しながら反収の増加 をはかる途 しかない。

低 コス ト!高 生産!農 業 とてこの法則の枠外では

決 して 成 り立 た な い。

下 で の 戦 い で あ る 。

しかも毎年厳 しい自然条件

地区別澱粉工場の推移

岩尾別

戦前から陸の孤島 と呼ばれたウ トロから、 さら

にその奥地10㎞ 以上ものこの地区にも道内各地 と

同様 に大正初期の雑穀景気 に魅せられて大正3年

から移住者が入 った。そのほとんどが、生れ故郷

よりの直行だろうから道内の他を知 らず、このよ

うな場所で もと自ら励 ました り、諦めた りして開

拓の鍬 を毎 日振 り続けたことだが、余 りの悪条件

に毎夜泣いて暮 らしたことだろう。今その歴史 を

調べてみると、大正7年 までに数度にわた り50余

戸が入地 している。がここでも景気の消沈を境に

して人も去 り、その後十余年間、元の荒地に戻 っ

ていった。 しか しその後、戦中、戦後 を通 じ3回

にわた り70戸近い人が入地 したが、全 く営農に不

適の土地 と、生活上のあらゆる点の悪条件下に疲

れ果て離農 して しまった悲惨 な歴史の繰 り返 しが

ある。

ところがそのような土地 にも、戦後の昭和30年

やはり澱粉工場が建設せ られた。町内豊倉に転住

し、育生牛畜産で安定経営 している吉原佐太郎の

談。

経営は岩尾別、幌別両地区全員36・36戸 の共同

経営で初心、未経験のため、万事に苦労 したよう

だ。動力は市街の太田機械店より、10馬 力のヤン

マーデ ィーゼルを購入 し、運転は吉原宗吉の長男

宗清が当 り、使用水は地区の遠 く離れた飲料用水

溝よ り導水 し、工場の夜間照明はいっさいランプ

だった と言 う。建設のモデルを以久科北の山田修

昂工場にして建築は同南区の橋本石郎が当 り、建

築費用 は270万 円で開拓財産の原木を販売 して充

当 したと。

しか しいかに澱粉工場 を取 り入れても、営農立

地の基本的悪条件が解消 された訳でな く、経済的

に恵まれない地帯の大勢の共同経営の難 しさなど

もあって、 ここでも34年 の中斜里ホクレン工場の

操業開始の機 に乗って工場 を閉鎖 した。

工場名称は岩尾別共同澱粉工場が正式 と言 う。

◎発動機 岩尾別共同工場1工 場。

ウ トロ

この地区も戦後の澱粉景気 に挑戦 したところで

5工 場の うち、4工 場 までが概ね同じ頃建てられ

た。この傾向はひとり斜里ばか りでな く、全道の

芋生産地帯全般の農業発展の悲願でもあったのだ。

幸い戦後機械工業の発達は農業 と同様で特に内燃

機関も、軽 く、 しかも強馬力のものが次々に開発

され、これら機械 メ'一カーの売 り込み活動も激 し

かった。芋を作 っただけでは駄目だ澱粉工場を持

たな くてはと言 う農家の悩みに水がな くても、電

力がな くとも、工場が回せる!と なると、戦後再

生 をかけた男一匹ヨシッ、やるぞ と決心すること

はこれまた当然だろう。

そう言 う事情から5工 場全部が発動機で、ペ レ

ケ川 を挾んで八線方面3工 場が戦後の誕生香川団

体方面、2工 場のうち佐々木平治共同工場のみが

戦中の昭和16年 に始業 している。 ところが、工場

運営 にも中々の気苦労 も伴い、有利性 またこの地

域が斜里市街よりの遠隔地 と言う特殊性 などから

将来への作物選択等、諸々の事情からホクレン工

場操業を機に、5工 場共全部廃業 した。

◎八線方面、川村清一共同工場、小池幸太郎、桑

島貫共同工場。

◎香川団体方面、桑島宣一、佐々木平治共同工場

の5工 場である。

日の出
ち み

この部落は全体的に地形及び交通の便悪 く地味
ひ よく

肥沃で緩い傾斜 ながらも、平坦地 と見 なされる所

はヌカマ ップ川 と、ホロ トマ川を挾んだ現国道東

の山麓地帯の一部に過ぎない。

その故か第一次大戦の澱粉景気に煽 られて建て

られた工場は、5工 場のうち1工 場である。

1.ホ ロ トマリ川

この工場の所在地は現在では、 このような所 ま
ひとしお

でも工場がと奇異を一入 にする場所で、国道がホ

ロ トマ リ川(小 川)を 越 える手前の浜側道路 と、

海岸の中間にあったと言 う。経営者 は西沢三九郎
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と言い、大正8年 より12年 まで操業 したが勿論原

料芋も少な く、後追いで閉業の運命 になった。

2.ヌ カマ ップ川

第二次大戦終了後の澱粉景気到来に一早 く工場

建設に立ち上がったのが、この共同工場建設者は

薮重男であった。農家である以上工場 を持たねば

駄 目だ、分の悪い交換条件に泣かねばならぬ、ヨ

シッやるぞと同志を誘い8月31日 着工 し、全員毎

日の出役 と、伯父の水車大工の応援で見事3ケ 月

の短期間に作 り上げた。特 に薮重男の執念 と情熱

の表われだろう。ホクレン工場 まで共同で運営、

共同者、代表薮重男以下10名 である。

3.オ ライネコタン川

昭和9年 の不況時代鷲の巣地区に入った、保護

移民20数 戸のうち、頑張 って残 り続 けた福岡県団

体長木塚友喜や宮城県団体長小野徳治等が中心に

なって共同工場建設に取 り組み、設計を朱円東の

工場経営者鶴巻藤亀平に依頼 し、全員出役で昭和

18年 に始業 し、31年 まで続 けた。

4.馬 廻 し

ホロ トマリ川上流の僅かの水 を利用 して上林政

吉が始めたが、後、下流の西沢が閉業 した水車を

買ってそれに切 り替え、戦中はタービン水車、あ

るいは発動機へと地形 と水のため苦労 しながら、

大正12年 より、昭和40年 まで江上恒次郎、佐藤浅

治、小池源之助等 と共同経営で続けた。

5.発 動機

大正4年 朱円東の奥地 に入 り苦労 した八幡長助

が、昭和の初期 この地小池幸吉付近 に移 り、逞 し

く育った大勢の子供等 を相手に、荒笹山に挑み短

年月の間に驚異的な開墾 に成功 し、当然のことな

がら、発動機 による工場建設に取 り組んだ昭和12

年立型12PSヤ ンマーによって始動 したが長男伊

三郎が18年 応召 により閉業 した。

◎ホロ トマリ川

◎ ヌカマップ川

◎チフ トマリ川

◎馬廻 し

◎発動機

西沢三九郎

薮重男共同工場

小野徳治共同工場

上林政太共同工場

八幡長助 以上5工 場

峰 浜

この部落は山麓地帯でもあり、水車向 きの3本

の川に恵 まれているので18工 場のうち、17工 場ま

でが水車である。その17の うち、大正時代に始業

した工場が15も あ り、更にその15の うちホクレン

工場が操業 し始めた時 まで残ったのはただの1工

場で、他の14工 場(う ち1工 場は他に移設 して最

後 まで残 った)は 、第一次大戦時の澱粉景気の消

滅後、残念ながら遂次姿 を消 していった。

しか しこれにもそれぞれの事情 もあろうが、こ

の地区での興亡は著 しい。

1.ウ ナベツ川

最初の始業者は明治41年 に、朱円西のオクシベ

ッ川下流左岸沿いに入地 した藤盛金吉が、大正2

年に峰浜に転居 し、東九線西の二～三号間川沿い

で峰浜の現住所の(峰 浜市街寄 り)に 転居するま

での3年 間操業 した。

越えて4年 に朱円東に居住の羽田野耕三が、6

年には現国道上流で阿部松五郎が始業 したが、10

年頃までには閉業 した。

その後、朱円東の羽田野郁 と大内義雄が共同で

阿部工場の跡付近で規模 を拡大 した工場 を昭和5

年より開業 しているが、昭和9年 に至 り坂井男一

郎等の共同工場 に買い上げられ、ホクレン工場開

始 まで続けられた。 またこの川の奥地、青森団体

の官林境 までも、谷本某の工場が建てられいかに

当時の人々が澱粉製造に魅せられたかを無量の感

で想像出来る。

2.シ マ トカリ川

最初ウナベツ川で大正2年 に操業 した先覚者藤

盛金吉が、将来性を考えて現住所に再転居 し開農

耕 に励 むと共 に当時の道路や、馬車などの悪条件

と戦いながら工場移設の大事業を敢行 し5年 より

この川で最後 まで続けたが、他の2工 場 は追々閉

業 していった。昭和に入 って5年 に峰浜の市街付

近で馬場退蔵が始めている。

3.ポ ンシマ トカリ川

この川は峰浜市街の東側 と高台 との間の平地 を

流れる小川で程よい落差 もあ り、近距離の間に小

規模の似たような工場が6ケ 所も建てられたが、

残念なが ら澱粉好景気の後追いの形にな り斉藤覚
一を残 して他は離農 して行 った。

4.発 動機

戦後の昭和25年 に東十線北一号北で、小山田市

太郎、野村音松、江上恒次郎、佐藤要、今野喜八

等の共同工場がヤンマー発動機で始められた。

動力別では

◎ウナベ ツ川 藤盛金吉、羽田野耕三、阿部松五

一39一



知床博物館研究報告 ・第13集 ・1991

郎、坂井惣太郎、一の沢定吉、坂井男一郎、谷本

某の7工 場。

◎シマ トカリ川 佐藤沢治、中村善七、藤盛憲蔵、

馬場退蔵の4工 場。

◎ポ ンシマ トカリ川

斉藤覚、中内某、荒木八郎、内藤朝樹、小沢某、

村越定吉の6工 場。

◎発動機 小山田市太郎共同の1工 場

以上18の 工場があった。

朱円東

この地区はオクシベツ川右岸 とウナベツ川左岸
また

に跨がった水利の便に恵 まれ、水車工場が多い。

1.オ クシベツ川

明治41年 に当町で3番 目に林勘十郎が、東五線

五号南で操業 を始めている。同川の奥地は地形、

交通の便 に恵 まれず、開拓 に極めて困難をしたの
かかわ

にも拘 らず、大正5年 に最奥地の小原亀之助(水

車大工)か ら佐藤初右衛門(ア メリカさん)佐 々

木福太郎(団 体長)な どの実力者が工場 を興 し、

澱粉景気 を充分味わっている。その後 この4人 は

欧州大戦の終 りと共に閉業 し、時を経て佐々木福

太郎跡 に孫の萬太郎が、林の跡に滝田幸吉が再建

して操業 した、。

2.ウ ナベツ川

この川 は川の程度が中流で しかも急流のため工

場の導水 に適 し、両岸に一時鈴成 りのように工場

が建てられた。大正5年 に東七線一号南 に藍葉庄

治が始め上流に従 って、6～8年 に今野忠八、上

村源之助、藤井房吉の3工 場が出来た。その後時

代がかわ り、藤井の跡 を佐々木三郎が藍葉の跡を

丹羽虎之丞が再興 して操業 し、昭和 に入 ってから、

新たに鶴巻藤亀平が建て大 きく始業 した。

3.馬 廻 し

当時広島団体 と称 された東区高台の、凹平地帯

を中心に大正8年 頃7工 場が誕生 している。全 く

の個人経営であって開墾と言 う至上の大仕事の下

で、全てに悪条件 と戦いなが ら、よ くも成 し遂げ

たものと只々驚 きと敬服の他ない。 しか し、残念

ながら多 くは景気の後追いの形になって、ほとん

ど数年で姿 を消 しその上春の播種期の大風害の追

い打ちを、連年かけられて耐えきれず離農の途を

辿った人 も少なくない。

4.焼 玉エンジン及び電、発動機

西区の土橋伝七が使 った焼玉エンジンを、土橋

が三井に転居後、大内保 と、新谷数一が買い受け

共同で大正10年 より12年 まで操業 している、工場

が高台に上る傾斜地の中腹にあったので、今 日で

言うと調子の悪いような不規則な凄い大 きな音が

麓の低地一帯 に響いたものだった。 しか しこの有

名な焼玉発動機 もここで3年 間働いただけで又西

区へ郷帰 りし、鈴木豊助の工場へ身売 りされた。

中々の頑固者で気に入 らなければ動かず、東区の
たまたま

前の主人新谷数一が偶々出掛けて慰め、働かした

逸話が伝わる。

石油発動機での始業者は昭和2年 の河田辰治で

又昭和12年 に菊地松次郎 と、高橋松四郎が、焼玉

6馬 力で始めた共同工場 を弟の菊地幸治が引 き継

ぎ、昭和53年 まで操業 した。更にそれまで西区で

個人で経営 していた工場 を売却 して、宮内武が戦

後28年 に自宅近 くで電力で始業 した。 これを動力

別に分類すると(着 業時)

◎オクシベツ川

林勘十郎、滝田幸吉、佐々木萬太郎、佐藤初右衛

門、小原亀之助の5工 場。

◎ウナベツ川

藍葉庄治、丹羽虎之丞、鶴巻藤亀平、今野忠八、

上村源之助、佐々木三郎、藤井房吉の7工 場。

◎馬廻 し

鶴巻茂次、松井某、三村周一郎、熊岡辰三、山田

諄一、稲月三太郎、浅倉伝次の7工 場。

◎焼玉及び電、発動機

大内保、河田辰巳、菊地幸治、宮内武の4工 場。

以上23工 場操業 したが、町内でも多い方である。

朱 円

この部落 も早 く拓け、

1.オ クシベツ川

町内では4番 目に石川小平、守人の兄弟がその

3年 前に操業 した以久科南の石川芳次(全 く別県

人)の 工場 を見倣い、明治43年 に建てているし、

44年 にはその下流で加藤桑次郎がと、明治時代に

二つの水車工場が出来ている。
こうしゃ

大正に入るや3年 にアメリカ帰 りの豪者、佐藤

初右衛門が、金 と力に任せて高低の少ない長い距
はこどい

離を大 きく丈夫な函樋で、上方は土中に埋め下方
か じょう

は架 上 にと導水 し、東二線東の国道南で水車工

場 を回 している。今 日現地でその話 をしても信ず

る人はおそらく無 く、夢のような変わ り方である。

2.馬 廻 し工場
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大正5年 に東二線国道下で長尾宇一が始めてい

て、長島徳次郎の妹婿の遠藤仁平(大 工)が それ

を見倣い翌6年 に長島が建て、竹田富治、寺島与

作が次年にと8年 までに8工 場が誕生 した。 この

ようにして両動力合わせると、12工 場が遅かれ早

かれ、欧州大戦農産物価暴騰の狂乱時代 を経験 し
おおあらし

たが、当然次に来たる反動の大 暴 にも幸いこの

地帯は地味が肥沃で農家に底力があ り直接その為

の閉業は2工 場に止 まった。

3.電 、発動機

発動機工場は昭和7年 に稲月久雄が、翌8年 に

牧野治作が、14年 に片山登が操業 し、第二次澱粉

好景気の妙味 を馬廻 しや、水車の生 き残 り組 と共

に満喫 した方だ。終戦後山田誠一、 日置順正、羽
ば

田野郁の共同工場 もそれぞれ建設せられ遅れ馳せ

なが ら澱粉製造戦線に参加 している。斜里町の澱

粉工場の歴史を調べてみると、朱円中の長島徳次

郎の足跡 を見逃がせない。馬廻 し工場 を大正6年

に始めて以来、次に来れる発動機、更には電力へ

と常 に工場の進歩改善に精進 し、その製品 もまた

優秀の折紙がつき澱粉製造 にかけての彼の情熱は

人一倍であった。動力別に分類すると(着 業時)

◎オクシベツ川

石川常夫、森田幸正、佐藤初右衛門、橘田義教、

羽田野北雄共同の5工 場。

◎馬廻 し

長尾宇一、長島徳次郎、寺島与作、竹田万次郎、

小池権之助、香西久七、細谷賢、上野松太郎の8

工場。

◎電、発動機

稲月久雄、牧野治作、片山登、山田誠一 と、日置

順正 と、羽田野郁の3共 同工場、合 わせて6工 場。

狭 い部落ながら19工場の存在が、長い歴史の中に

浮かんで くる。

朱円西

1.手 廻 し

この部落は当町澱粉製造発祥の地である。栗原

佐吉は明治32年 に手廻 し式で、販売用の製造を始

め、製品5000斤(3000kg)を 網走まで運んだと町

史は伝えているが、その頃全部が能率の上がらな

い手作業で、 しかも大事 な作業であった生粉の乾
てん ぴ

燥 を天 日に頼ることは、並大抵の苦労ではない。

その上、僅かの入地者 しか居 ないその頃、大勢の

労働力を雇 う余力 もあろう筈 もなく、多分5年 も

7年 も努力 に努力を重ねての末に、漸 く漕 ぎつけ

た成果だろうと見るべ きが妥当 と思われる。それ

を裏付 けるように栗原が使 ったチエプンナイ川の

すぐ東隣に、 ライベツ川(小 川)が あってその下

流の東一線一号北で丹羽量が手廻 し式で操業 して

いる。 このことは一昨年亡 くなられた、大口勝太

郎 さんが子供の頃、この工場で買 ったでんぷんを、
て そり

姉 と二人で手櫨 に積んで2kmも 離れた自宅 まで運

んだと話 されたことがある。この工場 は数年後馬

廻 し工場に改変されている。

2.発 動機及び電力

当町で2番 目の大正7年 に土橋伝七が、網走の

本間鉄工場より、柴田式 と言 う6馬 力の立型焼玉

エンジンを買って始めている。若い頃この工場で

働いたことのある(故 大友慶次郎)さ んの話によ

る と、フライホールは馬車の輪程 も大きく凄い大

音をたてたそうだ。当時この有名な発動機の辿 り

方については朱円東の稿で述べてある通 り、西区

で3年 、東区へ行 って3年 、後又西区の鈴木豊助

の所へ戻 って来ている。

他では昭和5年 に以久科北の堀田久次郎が、現

栗沢氏宅の北、西隣で、ヤ ンマーの3.5馬 力で始

めた後の芳賀共同工場があ り、12年 には日笠義光、

羽田野藤次郎が夫々6馬 力で、戦後 は29年 に弦間

正次が始業 した。電力では戦後27年 に河田栄作が、

34年 には西一線一号北で斜網工場が総工費一億三

千万円で、西 ドイツ製の遠心分離機4台 を備えた

オー トメ工場で出発 したが、ホクレン工場の操業

と競合 し36年閉業 した。

3.馬 廻 し

大正7年 より昭和4年 までの間に5人 建ててい

るがいずれも操業が後追いになり、好景気の恩恵

には余 りあずからなかったようだ。特 にその中に

は当時、通称 「12戸」 と呼ばれた地形の悪い、不

便の奥地で馬廻 し工場が短年間ではあったが、操

業 されたことを調査の段階で明らかになり、いか

に当時の開拓農家が澱粉景気に魅せられたか!を
むし

知 り寧ろ悲話として感 じられる。

4.オ クシベッ川

ホクレン統合時、小林弘了の個人工場 として経

営 されていたこの工場は初め昭和3年 に、近 くの

鈴木豊助、近藤甚右衛門、宮内光蔵、片山外次郎

の共同で出発 した。当初3年 間は水車操業であっ
かっすい

て、落差の少ない箇所の故 もあって渇水の年など
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充分の馬力が出ず上流の森田工場の夜間休止時に

運転 したと言う苦労話が残っている(小林弘了談)。

町内何れの地でも同様であるが、着業時には水車、

或は馬廻 し、または軽馬力の発動機工場であって

も、長い年月の間には経営者 も変わったり、動力

もその時代の先端をゆ くものに取 り代 えられ、変

遷の運命 を辿っているものも多い。この工場 もそ

の例の通 り、最初前記の4人 の共同で10年 まで、

11年 より27年 まで東区の宮内武が個人経営 し、28

年より33年 まで小林弘了が個人で操業 した。動力

も当然3年 間水車で苦労 した後に発動機次にモー

ターと変わっていった。

動力別にすると

◎手廻 し 栗原佐吉の1工 場

◎電、発動機 土橋伝七、鈴木豊助、芳賀共同工

場、 日笠亀市、羽田野藤次郎、河田栄作、斜網工

場、弦間正次の8工 場。

◎馬廻 し 片山外次郎、蛭田金三郎、近藤甚右衛

門、屋根田鉄太郎、丹羽量の5工 場。

◎オクシベツ川 小林弘了の1工 場。

15工場が誕生 している。

以久科北

この部落の開拓は概ね四号付近を界 にして泥炭

地帯 と、尋常土地帯の新旧に分かれ、早 く拓けた

四～六号間には工場の建設も早かった。その代表

的なのが、森田共同工場の前身の楠喜八が明治44

年に馬廻 しで始めている。

1.ア ッカンベッ川

川らしい川 に全 くの程縁が無いため、当時では

まだ水量の多かったこの川で、大正10年 に西一線

六号北の場所で及川清治が小規模の水車工場を回

し出 しただけで、この工場 も及川が3年 操業 し、

その後を堀田久治が引 き継 ぎ経営 したが、浮浪者

の失火に遭い焼失 し、15年 で終 りになった。1工

場。

2.馬 廻 し

前記の楠喜八を最初にして大正に入 り、5年 に

加藤磯次郎、6年 には近藤茂次郎、大正14年 には

佐山久治が始業 して、4工 場。

3.発 動機

町内焼玉エンジン最初の使用者は、この地区で

大正6年 に五号北、西三～四線間で工場 を始めた

林仁兵衛である。明治36年 に富山県よ り移住 して

いるが、本人が大工 と言 う技術者であった為当時

としては画期的な機関運転 に踏み切 ったものと思

われる。その後長い間途切れて、発動機6工 場は

全部三号北の泥炭地帯に興 り、先ず昭和4年 の新

川常夫から、10年 の尾河幸一までの短期間に建て

られた。

4.電 力

着業時の電力工場 は昭和27年 の戦後の好景気時

山田修昂工場だけである。動力別では

◎ アッカンベッ川 及川清治の1工 場。

◎馬廻 し

楠喜八(森 田共同)、加藤磯次郎、近藤茂次郎、

佐山久治の4工 場。

◎発動機

林仁兵衛、新川常夫、楠喜八、樽見佐太郎、木村

義太郎、市村勝治、尾河幸一の7工 場。

◎電力 山田修昂の一工場で計13工 場。

以久科南

この部落も斜里町の澱粉製造工場史上、多 くの

事跡の在 るところである。

先ず水車工場の始祖 田中庄兵衛が、明治37年 に

幾品川沿いで始業 したのである。明治37年 と言 う

と朱円西と、同中地区以外、町内の土地条件のよ
ぽつぽつ

い地帯でも勃々と入地者があった位で、その当時

の先入地者は密林 を伐 り拓いて、種子を播 ける程

度の土 を持え、木株の残る面積 より畑の方が少な

い中で自給食糧の確保 と言 う、絶対の至上使命を

負いながら、原料生産物を二次加工 して製品化 し
かんぜん

農家経済を潤い、自立経営 を確立せんと、敢然 と
けいがん

挑戦 した田中の積極性 と慧眼に頭が下がる。本書
「水車」の稿で記 したように、以久科北西三線四

号に明治36年 に入地 した近藤茂次郎の伝える談に

よると、その頃既にその辺一帯 は田中庄兵衛経営

の牧場であったと云 うか らこの人は余程の事業家

であったらしい。 また、田中の水車工場経営がそ

の後の新天地を当町農業に夢 を託 して入 って来た

人々に、大 きな光明と、希望 を与 えたことは尊 し

とすることだろう。果せるかな、期せず して明治

32年 に同地区に入 り、菜種や、薄荷の当町へ初導

入に寄与 した当時農業の先覚者、石川芳次が道内

馬鈴薯の先進地胆振の喜茂別から、専門の水車大

工 を呼んでの水車工場建設へ と発展 していった。

いずれにしてもこの部落は地味肥沃で、平坦地が

多 く営農上の好条件 に恵 まれ、明治35～6年 頃よ

り明治末期にかけての移住者 は定着 して開拓が進
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み幾品川 や秋の川 も水利の便 よ く、水車工場が

次々に建設せ られ、本調査 によりこの地区で存在

が認めらた26工場の うち第一回の澱粉景気の漂 う

中に建設せられた工場が20工 場も在った。動力別

では

1.幾 品川.

明治37年 の田中庄兵衛 を始めとし、40年 に石川

芳次、大正 に入って海道、滝川の共同工場が2年

に、3年 には午来久助 と内城の2工 場が5年 から

7年 にかけて高橋菊太郎、香西権三郎、板橋清二

郎、田中伊三太、8年 に田中時蔵の5工 場。昭和

3年 には田中庄兵衛の始めた場所付近で煙山源一

が土地がバラス地帯のため導水路に大変な苦労 し

て建てているので全部で11工 場。

2.秋 の川

明治44年 に後の石田工場の前身であった海道 ・

滝川の共同工場が誕生 し、4年 には小笠原勘太郎

が5年 には鈴木平治、中谷峯吉、明地文治、内海

正雄、6年 には氏名不詳者の7工 場 と大正10年 に

は菅野善八、昭和3年 に入って北村良造が始めて

いて秋の川で9工 場。

このように幾品川 と秋の川両水流で、20工 場が

朱円、越川、峰浜地区の各河川 と同様 に、鈴成 り

のように建設せ られた。

3.馬 廻 し

大正5年 に山中富蔵、細川茂七が始業 したが古

米安次郎や三浦耕三は景気退潮の大正9年 の建設

で、3者 共数年で閉業更に10年 には西二線七～八

号間で山崎宗次郎が始め、水不足に悩みつつ15年

頃まで続けて馬廻 しが5工 場。

4.電 力

昭和12年 に既述の以久科四線共同工場が、町内

大型第二号工場 として組合員73名 を以 って建設せ

られ、戦後27年 には電力資材不足の中で橋本石郎

が個人工場 として誕生 し現在 も操業中である。

以上、以久科南は27工 場。

越 川

この部落には明治時代か らの澱粉工場は無かっ
こ ごと

たが、大正 に入る戸毎 と言ってよい程、幾品川上

流であるいは根室道路沿いに奥地へ続 く東側高台

よ り流れる各所の沢水でまたは馬廻 しでいずれも

当時のこと故小規模ながら随分 と建てられている。

その頃は境界一本で隣地 は森林 と言 う程に、水源

林 に恵まれているため どの沢水 も豊富 な水量があ

り、小さい水車や馬廻 しの工場位運転は容易であ

った。その故か、今日の越川の東三線～四線九号

付近のあの高台で、馬廻 し工場が2ケ 所 も在った。

そのように水利の便 に恵 まれた故、幾品川や沢水

で、大正3年 には音田泰治、尾河万助、山田栄次

郎、音田令蔵、河田辰治が水車で始め、4年 に入

る と菊地仁平、平田久治が5年 には浅野徳重、羽

田佐蔵、白井伍市、田中粂七、大浦倉次の水車工

場の他に中島仙蔵、水谷源八、 目黒茂村等の馬廻

し工場も運転 を始めた。

今回の調査で越川部落で昔からの浮かび上がっ

た工場数は35工場の多 きに達 したが、その うち第

一次欧州大戦の澱粉景気の恩恵に浴 したと思われ

る工場数は実に19工 場も在 った。

そのようにここの地域の農家は、澱粉に対する

情熱はその後の経営 にも現われて、それぞれ改良

工夫、能率化 され、第二次戦終了後も、強馬力発

動機によって、6工 場 も誕生 している。特にその

顕著な例 として、昭和34年 ホクレン、中斜里工場

操業時に、町内には96工場在ったがその時点での

協力閉業工場は約半数の45工 場であった。処がそ

の当時越川での工場数は20工 場在ったのに、閉業

工場は只の1工 場で、殆 どの工場が継続操業に踏

み切 った。そのようなことは他部落には見られな

い特徴である。あの場合、町内の既存工場経営者

は、右するか左するかに随分 と思案 したものだっ

たが、越川のように断然継続の強い姿勢は、何 と

言っても、澱粉製造に対する断ち難い愛着 と、逞

しい情熱の在ることを見逃すことは出来ない。

1.幾 品川

前記の大正3年 組より、河田辰治、山田栄次郎

4年 に平田久治、菊地仁平、5年 に浅野徳重、白

井伍市、大浦倉次、田中粂七、8年 に神谷庄次郎

の9工 場。昭和に入って浅野鯛治、島田庄次郎、

谷本八郎、長尾与右衛門の4工 場。

2.馬 廻 し

大正5年 、目黒繁村、水谷源八、中島栄之進と

7～8年 、田熊忠兵衛、石塚七郎、大鹿宮一の6

工場。

3.沢 水

大正3年 、音 田令蔵、尾河万助、音田泰治、大

正5年 、羽田佐蔵、大正13年 、村崎菊造の5工 場。

4.ア ッカンベッ川

昭和5年 、越川北共同工場の前身、松田重雄
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と浅倉の共同工場の1工 場。

5.電 、発動機

昭和10年 より、植村照吉、出口充作、平下克雄、

河田宝作、戦後から平下節夫、島田庄次郎、平下

義雄、沢田政一、大須賀松五郎、平岡栄松で越川

部落で35工 場在 った。なお発動機操業の平岡栄松

工場 は現在町内に在る5工 場のうち只一つ自動化

せず沢水を溜めて用水 とし、自家用のみの操業を
せきじつ おもかげ

続 け懐か しい昔 日の 悌 を残 している。

富 士

この部落の開拓は大正7年 富士農場の開設によ

って始まった。その頃町内では既に、第一次大戦

の農産物価暴騰の景気に煽 られて、水車で馬廻 し

で町内で105工 場 もあった時代である。

しかし開発の遅れたこの地にはこの雑穀景気は

訪れず昭和12年 に至 り、秋の川上流で富士部落全

農家23戸 加入の犬伏稔共同工場が建設せられた。

この工場 は戦後分立 したが、34年 のホクレン工場

操業時まで続けられた。

しか し第二次終戦後の澱粉景気到来に刺激せら

れて他部落 と同様にここでも工場新設の動 きが激

しく、同秋の川水系で長尾鈴市共同工場が30年 に

現在操業中の西田悟工場が31年 に始業 した。発動

機では大友忠治共同工場が29年 に、朝倉勝巳工場

が30年 に動 き出 した。これらの共同工場は、専門

の大工を概ね一人は抱えるけれど、共同者全員が

出役 して、それぞれの作業 に就き完成 を急いだも

のである。 この図式は他部落も同様である。特に

ここで特筆すべきは、あのような辺境の地に於て、

昭和31年 に全 ての施設 を自力で作 り、(水 車か ら

工場施設一切)拡 大に改良を重ね、累計投資額凡

そ3億 円、全 自動式の近代化工場 を今 なお操業中

の西田悟工場の存在である。

1.秋 の川

犬伏稔共同工場、長尾鈴市共同工場、西田悟工

場。

2.発 動機

大友忠治共同工場、朝倉勝巳工場。

富士部落では5工 場である。

三 井

大正2年 より始 まった、三井農場の開発 は請負

開墾法 と言 う一切の作業 を請負いにし、定められ

た額の賃金 を支払う特殊の方法が採 られ農家の定

住の為の奨励施策も積極的に進め られたので急速

に進み、4年 頃には所属農家180人 開墾地790ha

とあるから、かなりの農家戸数が入植 したものの

ようだ。特に三井農場は殖産に力 を入れたので、

澱粉製造の面 にも、当時としては他の個人工場 と

は比較にならない大規模の施設 として、農場内農

家の生産芋の澱粉製品化 に努力 している。

1.豊 里川

この工場 は大正4年 に建てられているが、一例

を挙げると、乾燥室34坪 、晒 し沈殿場57坪 、芋置
あだか

場34坪 となっている。時 恰 も欧州大戦の好況 を

背景に、盛んに澱粉製造が行なわれた。大正5年

網走支庁主催の共進会にこの工場の製品が出品せ

られ入賞 していると言 う。

次いで大正11年 に至 り、朱円西で焼玉エンジン

によって澱:粉工場経営に経験のある、土橋伝七が

移住 し来たり、この工場 も土橋 に譲渡 され、以後

土橋の個人工場 として経営 された。 しか し終戦の

20年 に部落民26戸 の共同工場として解放 され高山

共同工場 として、ホクレン工場操業 を機 に閉業 し

た。この工場 は豊里川使用の水車である。

2.馬 尺金令川

大正4年 に秋の川で水車工場を回 した小笠原勘

太郎は中々の事業家で戦後23年 に、この川沿いで

水車で始業 したが、原料不足などもあって3年 後

には閉業 した。

3.発 動機

昭和5年 熊谷長助が、東二線十三号で3.5馬 力

の発動機で、主 として自家用工場 を建て、経営 し

たが、28年 本人死亡の為閉業。 計3工 場。

豊 里
しんさん な

昭和20年 戦災によって命からがらの辛酸 を舐め

た大阪集団によって、拓 き始められたこの部落も

一時は35年 には39戸 とまでの開拓者が入 り道路、

学校、上水道、電化など、時代 に即応 とまではい

かない迄も、近代化に向けて遂時実施せ られ併せ

て畑作 の振興や、畜産の導入も図られた。当然の

こととして、ここでもその頃の澱粉景気の波が押

し寄せ、春の風害や冷涼 に強い馬鈴薯耕作の安定

性 と相まって工場建設へ と向いて行 った。昭和27

年林正太郎 を組合長に、共同者10名 を以って、小

川の水 を使い8馬 力のヤ ンマージーゼルで始業 し

たが、34年 ホクレン工場操業 を機 に中止 した。営

農上の諸条件は岩尾別の比でないようだが、この

工場に限らず、戦後俄かに出来た大勢の共同工場
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は未経験 も手伝 ったりして中々運営が困難な面が

有 ったようで、ホクレン工場 を機に閉業 した工場

はその戦後の俄か組に多いようだ。

発動機 林正太郎共同工場1工 場。

豊 倉

この部落で何 と言っても特筆すべ きことは通称

「三号工場」 と言われた工場が、以久科三号東五

線角に昭和8年 電力による大型共同工場 として建

設せられたことである。そ してこの辺一帯が水田

化 され、連年の凶作で米作の夢破れ農業経営の前
いち る

途に希望 を失い、一縷の望みを畑地に還元 したも

のの、その頃は未だこの辺 には甜菜や、秋小麦の

耕作は歓迎 されず、起死回生の策を寒冷に強い安

定作物 とされていた、馬鈴薯耕作に切 り替えたの

であった。当然のこととして澱粉工場の必要性が

浮かび上がったが、稲作 によって大打撃を受けた

個 々の農家経済力は極めて弱 く、遂 に大同団結 し

て電力による大型共同工場の実現 となったのであ

る。

1.電 力

以久科三号共同工場、昭和8年 建設電力16馬 力

組合員66人 、建設面積240坪 。

次に戦後 に入って田中米助が昭和27年 に東五線

東六号南に、29年 には長野栄が休業中の三井共同

工場の設備 を買い受けて、これも東五線、西六号

南に移設 し着業 している。

2.発 動機

今 日斜里市街より、中斜里に至る(鉄 道沿線)

あの辺一帯も、米作冷害の洗礼 を直面に受けて、

畑地に還元 したものの、当時は 「サルマ」 と呼ば

れ、残念 ながら町内の低位生産地帯と言われた時

代があった。その回生策 として昭和16年 、高橋亀

蔵 を組合長に組合員30名 を以 ってヤ ンマージーゼ

ル12馬 力で出発 した。その後25年 まで操業 したが、

豊倉の長野栄に設備 を売却 した。戦後27年 に山本

喜三郎が、28年 には飛世昭七が三号南、斜里川右

岸の現住宅付近で始業 している。町内の工場の発

達の歴史を調べてみる と明治、大正時代に誕生 し

た工場は、二つの発動機工場 を除いて他は全部水

車 と馬廻 しである。 しかしこの地帯にはそれに適

する条件も悪 く、工場の建設は全部が昭和 に入っ

てからで、 しかも地域内6工 場のうち、4工 場 ま

でが戦後の着業で先進地区とは全 く逆の現象 とな

っている。

◎電力 以久科三号共同工場、田中米助、長野栄

の3工 場。

◎発動機 三井共同工場、山本喜三郎、飛世昭七。

この地区は電、発動力で6工 場である。

中斜里

この地区には5工 場在るが、大正時代に始業 し

たのは、5年 に太田捨松が馬廻 しで始めた1工 場

だけである。 しかしその5工 場のうちホクレン中

斜里工場 は別格 として他の4工 場 とも電力、水力

を存分に使い、 自家用は勿論、委託、買取 りまで

営業 を拡め、高能率 を揚げる工場があった。中で

も伊藤長太郎工場は、町内でも個人工場 としては

その規模 も大 きく、戦後の澱粉景気時代には存分

の活躍 をした工場の一つだろう。

1.馬 廻 し

太田半二工場の初代、捨松が大正5年 に始めそ

の後時代の進展に即応 しながら拡大 し、動力も普

通水車、タービン水車、電力へと増強 し、一 日の

磨砕能力も600俵 位 までの工場になった。閉業は

ホクレン工場操業2年 後である。1工 場。

2.フ カバ川

伊藤長太郎工場の初代樽吉が、水車で始業 しそ

の後の動力の歩みは太田半二工場 と同様である。

前記の通 り、戦後の個人工場 としては町内一 と称

された時代 もあったが、ホクレン工場操業を機に

中止 した。1工 場。

3.電 力

◎昭和10年 、神前兼吉が建設 し、16年 には音田清

太郎が譲 り受け、ホクレン工場まで続けた。

◎昭和12年 に始業 した小野正宜工場 も、最盛期に

は、相当の能率 を挙げた。23年 で閉業。

◎ ホクレン中斜里合理化工場

昭和34年 操業開始、42年 農協の委託加工に切 り

替える。60年 、斜里郡農産加工農業共同組合経営

に完全に切 り替え独立。

買収価格、敷地を除き6億5千 万円。集荷 目標

270万 俵、一 日の磨砕能力3万 俵国内第一の規模

を誇る。3工 場。以上 この地区で5工 場。

川 上

この部落の開基は明治36年 岩手県人石川、芳形

の両人の入地に始 まるとされている故、町内では

早い方である。部落の北部の方は湿地が多かった

のでラムイ地区と、斜里川沿いから九号付近にか

けて、開拓が進められたようだ。 したがって、澱
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粉工場の発達も概ねこの地区が先進地になってい

る。 どこの地区でも同様であるが、第一次欧州大

戦による澱粉景気にあやかったのは、水車 と馬廻

しの両工場であった。ところがこの地域には斜里

川 と言 う大川は有ったが水車に利用するのに不向

きで、僅かにラムイ川の短い地域 にだけ水車工場

が建てられ、他の人には馬廻 し工場 をどんどん建

てて、この好景気に挑戦 した。これも前記の地域

に限 られていて、北部地方はその後の発動機や電

力時代に入ってからの建設が多い。

1.ラ ムイ川

大正5年 の美馬彦隆、8年 始業の村上清吉 と13

年に山下精一が操業 を始め3工 場。

2.馬 廻 し

馬廻 し工場は多い。岡本喜三郎、山下芳太郎、

吉本虎治、日笠亀市、森与一、服部某の6工 場が

大正5年 に、翌6年 には安藤庄作が最初の場所で

始め、以上の7工 場が夢 のような渦の中で昼夜身

を粉にして取 り組んだことだろう。

3.発 動機

大正10年 の川村文一を皮切 りに岡浪次郎、安藤

庄作の2回 目の場所で、昭和2年 に岡本喜三郎が

二線十一号 に移設 して操業 し、戦後、東城東蔵が

26年 に建てていて、5工 場。

4.電 力

まず大正12年 に高松 ・北一共同工場が13年 には

伊藤国太郎、翌14年 には田片富太郎、昭和 になっ

て3年 に西三線、十号北に移設再建 して川村文一

が、戦後の31年 には杵渕健次郎が操業 したので電

力工場は6工 場である。以上のことから川上地区

に於ける着業時別、工場数は21工 場となる。

美 咲

明治40年 代 より大正の初期にかけて、三号道路

付近以南 にと、次々に入地者はあったが、堤防の

ない時代の斜里川の氾濫、ウエンベツ川の逆流停

滞、 トーッル湖の水位上高など、長い間低湿地帯

として農家の安住を悩 ました部落であった。

為に澱粉工場の建設 も遅 く、明治は勿論、あの

第一次澱粉景気到来の際にも馬廻 し工場 も誕生せ

ず漸 く昭和9年 頃、吉野正が野川道路沿い二号北

で発動機 による工場 を建てたのに始まっている。

この工場 は戦後の29年 頃まで続けられたようだ。

次に林竹之助が、先 に大栄上斜里一線三号南で操

業 していた工場 を、美咲西四線三号南に移設 し、

昭和15年 より運転 したが、18年 の台風で工場建物

が倒壊 しそれを限 りに閉鎖 した。

又熊谷一男が戦後の昭和27年 に、西三線付三号

北で始業 しホクレン工場操業 まで続 けた。以上の

3工 場共、着業時の動力はヤンマーの8～10馬 力

で熊谷工場だけ後に電力に切 り替 えている。以上

美咲地区は3工 場である。

大 栄

この地域は澱粉工場建設の不可欠条件である地

下水、あるいは水利に恵まれず工場所在地は五線

の六～七号間に集 まった。昭和18年 清里町が分村

により、これらの工場 は全部清里町側に入 り、当

町側にも共同加入者は多数有ったものの工場の存

在は 「無」 と言 うことになった。

発動機

林竹之助が上斜里一線三号南で、昭和12年 から

14年 まで発動機によって、買い薯 を主にして操業

しているが、間もな くこの工場 を、美咲三号 に移

設 した。

これで大栄地区は、発動機工場1で ある。

来 運

町史による と、 この部落 も大正3年 より、三井

農場 として開拓が始 まり、農場の施策 として道路

を始め産業施設などの建設が進み、当然のことと

して、澱粉景気挑戦の工場が大正6年 に、農場直

営 として旧艀化場跡付近に建設せ られた。 しか し

この工場 も大正8年 乾燥場火災の難に遭い以来廃

止されている。この部落には、東 に来運川 と西の

艀化場川 と水車工場向きの川が流れ、地区内6工

場の うち3工 場が両川 に3ケ 所つつ適当な場所 に

配置されている。

1.来 運川

始業年次順では塚本宗太郎が昭和3年 に、その

下流十五号南に奈良覚が、友田大工の手によって

7年 に建て経営 したが18年 本人召集のため廃業そ

の下流に大槻万太郎 を代表者(組 合員13戸)と し

た共同工場が10年 に建てられた、この工場 も石田

幸次郎 と言う青森県出身の大工によって建設せら

れたが、その後友田大工 と共に地元に定住 した。

この川沿いに3工 場。

2.フ カバ川

前記の三井農場直営工場が、大正6年 より8年

まで操業 している。木下忠平工場 はそれよ り1年

早い5年 に始業 しているが閉業 は不詳である。更
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に昭和5年 に、十四号北で武正工場が津田利助、

神 山始 との共同で始められた。 この工場 も武正本

人が車大工の腕を振るって建てられたが、18年 召

集により、その年で終業 となった。

艀化場川で3工 場。以上来運地区で6工 場。

澱粉工場想い出あれこれ(日 置順正体験記)
まき やぶ だ

1.乾 燥薪の薮出し作業

これはまた、勇壮な仕事だった。 この仕事は場

所 によって異なり、例えば トロ降 りで道が固 く山

と積んだ荷物の惰性で手櫨が独 りで走 り、体全体

を前 に投 げ出し腕木を確 り両手で握 り足先で適当
かじ

に舵 を取 りながら滑 り降 りる。その気分 はこれま
たと

た讐 えようのない壮快 なものだ。ただ愉快 なだけ
はかど

でな く権一回毎に仕事 が捗 ってい くのが嬉 しい

からでもある。 このようないい気分で仕事の出来
かつ

る山は官林境近 くの曾て大正の初期造材が行 なわ

れた跡の成長林で主 として個人山や共同林 として

持たれているかなり高い台地で、中には勾配の強

い所 もあるけれど総 じて楽な現場の類である。こ
ば はんどう

のような山では4尺 薪に切断 されて、馬搬道沿い

まで山中の各所から手権で集められている。 この

作業を薮出 しと言 う。

ところがこの薪出しにも命がけの現場がある。

昔、原料材の豊富な時代 には造材業者は雑木(広

葉樹)は 一の枝 まで採 ったらうらは捨てたものだ

が戦後澱粉工場の乾燥薪材 として需要が多 くなる

につれ造材 と併行 して薪切 り専門のやまごを入れ、

楢 を主 として場所 を構わずうら木で薪 を伐ってい

った。太い木によっては、一本 うら木で3～4敷

も出るのもあ り2敷 以上はあった。(1敷 とは三

方6.5×6の5桟)と 言って長 さ66cmの18cmの 三

角が一本の標準の木を巾1.8m高 さ1.5mに 積みそ
さん

の中の両側に一方 は2ケ 所、一方は3ケ 所の桟を

入れた積み方で、良心的なやまこの伐った薪は隙

間がな く有難 さ、この上ない実入れがあったもの

だった。

このようにして行 なわれてい く造材山も年々奥
おく

地 へ 奥 地 へ と入 っ て い き、 昭 和31年 の冬 な ど は奥
し べつ うなべつ

蘂別川上流、官林境から約6㎞ もの深山で小海別
や

岳の梢裏側の感 じが した。そのような奥地である

故、小川 を挾んでの両側は急傾斜、地形は起伏峻

険そのもの、その中腹や或は頂上に点々と所構わ

ず何敷かつつ薪が積んである。薪は楢の特級品!

だがそのような場所での薮出しは全 く命がけだ。

まず前 日、 テ シ マ を は い て立 木 の 間 を 出 来 る だ け

急 カ ー ブ を作 らぬ よ う に踏 み 固 め て 、 予 め権 路 を

作 り翌 朝 初 回 は荷 を軽 く して 「は ど め」 を掛 けて

道 型 を作 りつ つ 降 りる 。2回 、3回 と積 み荷 を増
かさ

すが、薪の量が嵩むにつれて速度が増 し、両はど
よじ

め(太 い針金数本 を振 ったもので作 った輪)を か

けても猛スピー ドで滑降、前方へ投 げ出した足先

で舵を誤るなり、ひっかけるなりして、途中櫨が

路外へ飛び出そ うものなら文句なしに権 と薪の下

敷 きになって叩 き潰 され、軽 くて重傷!の 荒業だ。

それでも昔の男は脚 も体 も強かった。

大抵の手権 は1敷 の薪を2回 半か、3回 には積

んでそのような酷い所で働 いたものだった。急勾

配のため、帰 り路は空権 を引いては上れず担いで

上ったものだった。

そのように して春先、馬追い路の各所沿いに薮

出された薪は造材業者の馬搬作業が全終了の翌 日

から、能率を上げる為、多 くは専門の馬追い業者

を頼 んで短 日間に搬出するのである。それは造材

業者が引 き揚げた後、急に暖気が きてと雪で固め

た道が壊 れたり、逆に時ならぬ雪で もきて搬出不
おもんぱか

能 を 慮 っての故である。しか しこのようにして、

冒険と苦労をして一冬かかって融雪直前迄 に首尾

よく工場横 に運び積 まれた何十敷の楢の薪は超一

級の乾燥薪として、工場親方の何 よりの心強みで

あった。

2.澱 粉の乾燥作業

明治後期の水車時代 より、近代化 による熱風乾

燥時代に至る長い期間、生粉の乾燥 は一一貫 して密

室に入れての火力乾燥だった。その乾燥室の構造

は密閉した細長い室の中央に厚鉄板で持えた太 く

て長い焚 きがまを据え、一方の焚 き口から長い薪

をどんどん投 げ入れて猛烈に燃やし続け、そのか

まの両側に設けられた何十段 もの棚の桟に細か く
おり

砕 い た生 粉 を入 れ た浅 い 橿 を積 み重 ね 、 一 昼 夜 か

け て乾 か し上 げ る の で あ る 。 普 通 の工 場 で は(4

×8)の 鉄 板 を使 っ て か ま を持 え た 。 今 日で言 う

と 巾1.2m長 さ2.4mの 厚 鉄 板 で そ の 長 い 方 を 曲 げ

一47一



知床博物館研究報告 ・第13集 ・1991

て円筒 を作 り、短い方で鋲で繋いでか まの長さを

室の規模 に合わせて作 る。 この橿の入れ替 え作業

は大抵夕食前に終える工場が多かった。普通の工

場では夜間の摺 り方以外総動員がか りで、 しかも

熱気 と汗と乾燥粉かぶ りとで終 った時は今 日もや

れやれで、早 く一風呂浴びて晩御飯にありつき、

テレビもラジオもない時代、早 く床へ潜 り込むの

が精一杯だった。
てき

先ず入れ替え時刻近 くなると、かまの火勢は適
ぎ

宜に弱めてお く。それでも室の戸 を開けると、熱

気は凄 く瞬 く間にシャツー枚でも汗だくになる。

先ず橿の出 し入 ・作業は最 も仕事上手で能率の上

がる男の人の持ち場だった。

乾燥室の出 し方は橿 を桟より引き出す、受け取

って粉 を函にあける、別の人が空橿を適当な枚数
まと

に な った ら纏 め て 、生 粉 の所 に運 ぶ 。 一 杯 に な っ
こなばこ

た粉函 を大 きな乾燥粉 きつに運んで入れる。どん

な大 きな工場で もこの作業は一気 に片側 を終わ り

次の側 も連続する。その頃は全員、汗 と粉で異様

な顔だ。生粉橿の入れ方は生粉の所にスコップを

持って一人構える。向かいの相手が適当な高さの

台上に空橿を置 く。一スコップで、計量 したよう

に狂いな く、パ ラッー と撒 き置 く。両手でサー と

一撫でで平にして横の台に置 く。別の人が纏めて

運んで行 く、取 ってやる、出す時の男の人が次々

に桟に艦 を差 し入れる。勿論高い所は踏み台に上

って!

全 くの流れ作業で、 どこの一ケ所ででも手違い

を許さない、時には大 きな声 も飛べば、大笑いの

寸劇 も演ぜられる。かまの熱気 をなるだけ冷や さ

ない為 にも急がねばならぬ仕事 なのだ。

3.か ま番

これがまた楽なようで責任重大な仕事だ。か ま

の全部が真っ赤になって、その横上に粉 を入れた

橿 を積み重ねて乾燥 させる。考えたら無茶とも言

える冒険作業だ。特 に強い風の吹 く時など、夜は
ろくろく

録々眠れない。大抵か ま口の有る室は下屋風で、

薪 と同居の仮の万年床、生粉の乾燥の度合いに応

じて火勢を加減 し四六時中気の緩みがない。橿に

入れた生粉の厚 さにもよるけれど、出来あがった
かたまり

製品に黄色の変色粉が生 じた り、糊状の凝固が出

来たりしてせ っか くの品が落等する原因もか ま焚

き人の肩にもかかる訳だ。大きな工場では、専門

の人も着けたが、個人工場の多 くは主人が兼務で

機械か ら外交、雑用、歩止 りまで期間中の主人の

体 と心は酷使の極みだった。それ故か中にはかま

番の仮床に夫婦の枕が二つ並べて有 ったりして発

見せられて冷やかされると 「互いに目を醒 ますん

だよ」 とさもあ りなんとしての弁解組 もあった。

とにかく、中のかまが真っ赤になる程燃え続け

ているので乾燥仕上 り近い粉が、何かの故で僅か

でも落ちかかるとパ ッと燃え火災が上 りその上、

中の全部の器材が手が触れられない位、熱 し切 っ

ているので引火 し易 く、乾燥室からの出火の火災

は各地区あちこち起 きたものだった。 しかしそれ

とは逆に、電化以前のランプ時代、入れ替えが終

った温かい室の薄暗い所では若い男女の甘い密の

交換場所でもあって、幾組 もの美 しい芽が誕生 し

たようだった。

4.あ る馬廻し工場 と疫病との戦い

大正10年 、私の子供の頃、隣家 に小さな馬廻 し

工場が在 った。経営面積5ha程 の自家だけの工

場で数軒の隣家の僅かの芋を澱粉 と交換する位だ

った。今 日からみると至って呑気 な経営で乾燥薪

など工場近 くに前以 って積んでは無かったし、時

期になると畑続 きの堤防林(多 分自分の山だろう)
ふうとう ゆ そんぼく

から、風倒枯損木を適当な長 さに伐 り、馬で工場

まで 「スリ引 き」 して来て置 き、都度持えて使 う。

そこの親父さんは極度の近眼で一枚巻 き巾の小さ

なロールの目立てをするのに顔 をロールにすり付

けるようにして塾 を打 っていたが、30余 年後自分

が工場 を経営 し、目の立てのように依って粕が櫛

の 目を詰 まらせず、 しかも粕から澱粉を可能な限

り離脱 させるのに影響があるとされ、最後 まで自

信のないまま目を立てたのを今想い起こし、今昔

の感一入である。

その頃の工場は勿論、晒 しキッも沈殿キッも大

きな木製の箱 だった。深 さ65cm位 で縦、横1.8m

の厚板製で大抵の工場では秋終業 して万事後片付

けが終ると、この大 きなキツも綺麗に洗 って半ば
もた

伏せの免せかけで翌年まで保存するのだが、この

家では秋凍る頃には水は抜 くだけで春になるとま

た栓:をして雨水を溜めてあった。夏になると、青

藻が生 えて蛙の遊び場で もあり、オタマジャクシ

の巣でもあった。この場所は今 日では井戸水取水

のため、度々掘 り下げても安定度に不安 な状態だ

が、その頃は地下水が高 く1.5m角 程の大 きな浅
つる べ

い井戸ではね釣瓶で使われていた。工場用水は竹
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筒の格塞ポンプでクランクの回転によってカッチ

ャン、カッチヤンと汲み揚げていた。大傘の輪 を

ぐるぐる回 りして挽 く馬が歩度を緩めれば僅かし

か水が出ず馬が尻 を叩かれると、ポンプが壊れる

のではないか とも思 えたものだ。そ してこの井戸

の中には近 くの川から釣ってきた大 きな魚が何尾

も泳いでいた。

その頃の芋の品種は 「アーリーローズ」で当時

のこととて病名は解 らなかったが、収穫期になる

と幾株 も続いて鼻のように腐ったのがあって大人

の人でも片手熊手で一 日10俵掘るのに楽でな く1

俵の掘 り賃は10銭 位だった。この芋の腐る 「輪腐

病」は後々迄本町芋作農家 を苦 しめ続 けた病気で

あった。 しかしこのように昔から芋作上色々と病

害虫との戦いは多いが何 と言っても疫病の特効薬
「グリンダイセン」が昭和44～5年 頃より一般農

家で使い出されるまでこの疫病 との戦いは涙 ぐま

しい処でなく、 これから、芋が大 きくなる直前に
ぽうぜん じ しつ

葉が落 ち果てた畑に立ち、荘然 自失、花 も咲かな
い あわれ

い前 に逝 ったわが娘のような憐 さを感ずる悲惨

の連続であった。

初めの頃(昭 和12～3年)は 三斗式ボル ドー液

を背負い式噴霧機で散布 した。畑の隅に火 を焚い

て調剤用の湯を沸かしての仕事でもあ り、1条 毎

の散布故一 日中続けても能率は上がらず全芋畑 を

2回 掛けることはほとんど無理であった。次に開

発 されたのが畜力噴霧機で、2004の 薬液入れの

タンクをそれ向きに製作 された馬車に積み、発動

機 を載せその回転 によって圧縮噴霧するので6～

8条 を一回に散布 し画期的な進歩であったが真夏

の長い畦を挽 く馬 にとっては実に苛酷な仕事であ

った。 しか し人馬共々、このような苦労 を続けな

が らボル ドー液では8月 のお盆頃まで青い葉を着

けた畑は町内に珍 しく、お盆休みには芋作 り熱心

組が自転車 に乗って町内の名のある人の畑 を巡 り

特に青 く目立つ精農家の前には無条件に降伏 した

ものだった。昔から業病 とされた結核が、パスの

開発によってほとんど恐れられない病気になった

ように初めて ドイツから輸入された 「グリンダイ

セン」は特に芋耕作者にとっては神よ り、授かっ

た位の福音であった。

5.浜 益、増毛地方よ りの季節労務者

水田よりの畑地還元畑 も昭和10年 頃よ り安定度

の高い芋作に転 じ、既存の工場は勿論、新設工場

も各地 に建ち始め町内各地の芋作 と工場は弥が上

にも沸 き返った。その為、町内だけでは労務者が
まかな

賄 い切れず工場操業の季節 になる と、 日本海方

面の増毛や浜益から大量の労務者が入 り込んだ。

若い女性は主として工場 に、他の人々は芋掘 りに

と自宅には老人 と子供だけを残 し、働 ける者一家

を挙げての移動であった。カー杯働いて出来るだ

け貯めて帰ろうの気構えの人故、 とにか く真面 目

に誠実な人揃いであった。工場働 きの人は概ねそ

の家への住み込みが多 く芋掘 り労務者 は、作業時

間や生活風習の相違から別戸を構える便宜を図る

農家が多 く、長い間には親類交際に似た間柄にな

る程であった。その後、 日本は段 々戦争の深みに
かつ

入 り馬鈴薯の耕作 と工場の操業も影を薄め、曾て

の大移動 は途絶えたが戦後の澱粉景気の再来で又

復活 した。

彼の地方の人の使 う芋掘 り鍬 は、「増毛鍬」 と

言って、従来の鍬より爪が長 く柄 と爪 との角度 も

深 く、鍬 を引っぱった際、極力土の抵抗を少な く

するように持 えてあった。寒い秋の日で も漁夫独

特の鉢巻 をしての機械 にも似た勇 ましい働 き振 り

には、誰 しもが見 とれる程であった。また工場で

働 く若い娘 さんも同様で、全 く家族の一員になり

きりよく働 き、よく食べて くれた。あの頃の娘 さ

んは太るのを一向気にせず、食事の他にも澱粉の

生粉の塊を乾燥場のか ま口の前に出してある熱い

灰の中へ入れて焼いた団子 を好んで食べ、段々太

って帰る頃には見違 えるような丸顔の器量好 しに

なって行 った。そればか りでな く、働 き振 りや優

しい人柄が認められて是非嫁 さんにと懇望 された

り、あるいは本人同志の愛が実 ってこの地に留っ

た人 も少な くなかった。

6.昔 の芋運搬(昭 和12～3年 頃澱粉生産の盛ん

な時代)

今日、収穫 した芋を工場 まで運搬する間の仮貯

蔵法は トラックの横付け出来る畑の道端に長 く積

んでシー トを被せて置 く。ところが昔 は手掘 りで

あった為、全部10俵 単位の山に盛って 「1俵 は石

油罐2ケ 入れの木箱(石 油箱 と言 った)に 充分盛っ
ば くかん

たもの2杯)一 山毎に麦桿で覆い軽 く土 を掛けて

仮貯蔵する。その山の持え場所 は畦その芋山一つ

に要 した場所の中央で、広い畑 に列 も間隔も整然

として並 んでいる光景は美事 なものであった。

当時、大方の人は畑が広 くても狭 くとも、芋山
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の在 り具合いによって他人の畑でも一目で直感的

にこの畑は反当何俵 と、先ず狂いな く当てたもの

だった。その頃、反当40俵 あれば通る人の目をひ

き45俵以上ある畑だと、立ち留 って眺めるのが相

場だったがそのような畑 は減多に無かった。工場

への芋運搬 はまだ馬車の時代で、秋になると陽も

短 く道 も今 日のように整備 されていないので悪 く

人も馬 も大変な仕事であった。何 と言っても、そ

の馬カー杯の荷を運ぶのであるから瞬時 を惜 しん

で馬に食わせることが肝心で芋 を積 む時、工場で
かます

降ろす時必ず馬の前には馬糧 を入れた夙(外 側へ

夙の半分所から折 り返 して食い易 く)が 置いてな

ければ、馬追いとしての資格無 しだ。何 しろ僅か

しか積めないので、遠 くても近 くても回数でこな

すより方法がなく、芋の積み込み仕事の素早さは

その頃の男の自慢話の種だった。先ず芋山の積み

込みに一足も無駄なのない所へ馬車を横付 け、素

早 く馬糧夙 と箕 と、芋掻 きを持 って飛び降 り、夙

を馬の前に置 き芋掻 きの裏で覆土を取 り桿 を剃 ぐ。

それからが、腕の違いが出て くるのだ。金箕を

カー杯、土を掬わぬように芋山に差 し込み両腕を

展げて一気に芋山に抱 きつき一掻 きで箕一杯にす

る。山の小盛 りの所がある限 り、この方法を続け

最後に芋掻 き使 う。又その芋掻 き熊手はその人の

力に応じ湾曲木 に長い爪木を一列に並べて嵌める

これも熊手の大 きさに依 って本数を加減 した自家

製が使われた。こう言 う働 き手の男は6～7分 で

片付 けるが、10分 かけては大 きな顔は出来なかっ

たものだ。又そう言 う風の芋運びをする男のシャ

ッは特別の厚地で作ってあ り、軍手など用の無い

時代の熊のような手が、熊手を掴むようなものだ

った。だから今 は姿を消 したが、その頃は輝膏薬

は重宝が られ掌の割れ目に載せて焼火箸をあてて

付着させるこのほまち仕事、夕食後の一つだった。

7.晩 秋の珍事

戦後工場の濫立時代でも10月一杯 に終業する工

場 は少なく、多 くは11月 初旬に必ずと言ってよい

霰か初雪の洗礼 は受けた。その時期になって操業

に一番支障のでるのは、急激な凍れで中で も夜間

摺 り方を休止 した間に粕送 りベル トが凍って、カ

チ ンカチンに固 くなり、翌朝方いつもの時刻頃に

摺 り方を始めてもベル トが動かず苦労することが

ある。総 じて粕送 りベル トの突端は、深い粕置場

の中央に位置 していて外部の長いベル トや皮車に

被覆するのも至難で、どの工場 も共通 した悩みだ

った。又工場 によっては摺 り込み沈殿槽のあちこ

ちに厚板で作 った歩み板が何枚 も渡 してあって、

歩 き渡 ったり、物を置いたりしたものである。或

る年の11月初め、終業近い凄 く凍れた朝だった。

沈殿槽には薄氷が張 って、勿論室外のものは凍 っ

ていた。晒 しきつに来る為に歩み板 も真っ白にな

っている。私等は並んだ二つの晒 しきつに夫々入

って、生粉揚 げをしていた。ふと彼方を見ると御

用篭に例のテンプラとサ ンマを入れて工場回りを

する、いつものおばさんが向かって来る。 この人

は斜里から朱円までバスで来て、主に朱円の工場

で商売 をしている割 と軽口叩 きの気さくの人だっ

た。間もなく近づいて、例の口調で御用聞き話が

始 まった。こちらも2人 でからかい問答 を続 ける

うち、何か思ったか途端におばさん元気よ く歩み

板 を渡 りだした。表面は融けているが、下 は凍っ

てつるつるだ。危ない!言 うのと同時に板が滑っ

て冷たい水中ヘア ッ!ド ボン!運 よく売 り物の入

った篭 は水漬けは免れたがおばさんは濡れ鼠。ま

だ寒い朝のことさあ大変 どうしよう、 こうしよう

と思案の末、挙句の果て浜から来て働いている娘

さんの服を借 りてその 日は商売は取 り止めて早々

帰 って行った。お蔭で翌 日、曰 く付 きのテンプラ

と魚にどっさりあ りついた笑い話もあった。服を

貸 したその娘 さん、余程斜里がよかったとみえて、

此の地で結婚 し今斜里市街の中流家庭の幸せな奥

さんになっている。

編 集 後 記

わが斜里町は、昭和28年 、29年 全道澱粉総生産

量の10%を 占める程で、全道一の生産を誇る澱粉

王国であった。

当時農業界では斜里即、澱粉の町と直 ぐ結 び着

いてしまうような時代であった。顧みれば、明治

32年朱円西区の栗原佐吉の逞 しい闘魂 によって始

められた、手廻 し式工場 により販売向きの澱粉が

製造せ られてより、90年 近い才月が経 っている。

その間斜里の農家は第1回 目の大正3年 より7

年までの第一次欧州大戦による澱粉の好景気時代
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には大密林 に挑んでの開墾 と言う絶対の至上使命

がある中で、乏 しい建設資金 を始め、諸資材の手

当不如意 など今 日では到底想像出来ない悪条件 と

戦いながら、町内には103も の多 くの工場が建 て

られた。 しか し今 日のように、金さえあれば材料

が直 ぐ右、左時代 と違いソレッと飛びかかって も

操業 までに時が経ち結局景気の後追いの形 になっ

た工場 も多 く、8年 よ り澱粉価格の暴落 を境 にし

て衰退の一途を辿 り、そのまま姿 を消 した工場も

少なくなかった。

2回 目の工場建設機運の到来は、昭和10年 前後

の7～8年 間で水田の畑地還元、芋作経営の安定

性などから町内各地に規模の確 りした工場建設の

鎚音が響 き、31の 工場が新設せ られ大正時代 より

生 き残って、時勢に応 じ規模拡大 した工場 と並 ん

で活躍 し、町内の馬鈴薯耕作に一層の拍車 をかけ

た。3回 目は戦後の澱粉王国時代昭和34年 にホク

レン中斜里工場が始業 した時点で、町内には96の

工場が在 ったがその中には、早 くは戦後の23年 よ

り町の農家である限 り工場を持ちたい悲願 を揚げ、

37の工場が町内全域にわた り建設せられたが、そ

の多 くは共同工場の経営が多かった。

そのようなことから、その時代には町内の特殊

地帯一部 を除 き、工場経営に何等かの形でかかわ

りを持たない農家は無い程になった。そしてホク

レン工場の健全経営 を期するため、初年度に45工

場 と遂年協力閉業 し現在 は個人工場4工 場 を残す

のみである。 しかしそのホクレン工場が建てられ

てからでもはや28年 経 っている。随って、今30才

位の農家の若人は、その頃在った工場のことすら、

判からない。

それと同じように、明治大正初期建設の工場 と

なると、ほとんどが幻の如 き存在 を避け難 く、そ

れら古い工場の資料については各部落に残 らるる

極 く少数の古老方々の確 りした頭の中より描 き出

された、誠に貴重なものであって今調査 を終え、

御協力下 さいました皆様 に衷心より感謝申し上げ

る次第である。

顧みて、もしこの方々が無かりせば、これらの

工場はおそらく永久にその名を残せなかったであ

ろうと至る所であい、その度に胸 を引き締める思

いをし、その方々の御健在 を祈るとともに改めて

御礼申し上げる。それと共に、博物館のこの企画

が誠に自宜に適 したことを痛感 した次第である。

(昭和62年 調査)
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表 一1 澱 粉 工 場 一 覧(岩 尾 別 ・ウ トロ ・日の 出 ・峰 浜 ・朱 円 東)

番号 地 区 設 置 者 線 ・ 号 動力・型式 年 代 証 言 者 備 考

1 岩 尾 別 岩尾別共同 基線南9線 西会館地内 発動機 昭32～33 吉原佐太郎 ①岩尾別、幌別地区全員の共同②資金は開拓財産の原木を売却 して調達③工場のモデルは以久科北の山田修昂工場④発動機は市街の太田農機店より購入⑤照明は

全てランプ⑥用水は地区の飲用水箇所よりかなり距離を導水使用⑦この工場の最終年の消費量は2700俵・・(全生産量)⑧ 機械運転責任者は吉原宗清

2 ウ ト ロ 桑島宜一 3線2号 東 〃 昭31～33 川村清一 香川県大正6年(初 代黒治)戦 後の澱粉景気に煽られここでも工場建設せられたが僅か数年で閉業した。

3 〃 佐 木々平治共同 4線 北2号 東 〃 昭16～33 〃 大正6年 宮城県①代表者佐 木々平治共同者松本芳雄②この工場はウトロ地区では最も早 くから操業せられたが閉業年は地区全体の状況から同様の歩みを閉じた。

4 〃 川村清一八線共同 7～8線3-4号 間 〃 昭30～33 〃 ①代表者川村清一の初代嘉三大正2年 宮城県②菜種、小手亡、青碗豆、除虫菊、麦類③共同者阿部伊太郎、吉永巌、山本市郎、星野伝次郎、瀬戸明人、川村新平、
岩谷昭④この地区工場の運命共同体のようなものだった。

5 〃 小池幸太郎 8～9線3号 東 〃 昭26～33 〃 大正6年 群馬県①他工場と同様。

6 〃 桑島 貫 9～10線3号 東 〃 昭31～33 〃 ①代表者の父初代黒治大正6年 香川県②共同者岩谷健治③この工場も全 く同様の歩みを辿った。

7 日の 出 小野共同 オライネコタン川 水車 昭18～31 小野徳衛 代表者小野徳治、共同者七條実、成田文蔵、庄崎、木塚友喜、山田勉、大槻晋吉、谷津一二、大崎庄七。

8 〃 西沢三九郎 ホロ トマ リ川 〃 大8～10・ 藤盛憲蔵

上林政太
①大正8年 頃始業したが2～3年 で廃止②国道と海岸のあの狭い所に当時澱粉工場が建てられたなど今日では想像出来ないことであるその位熱病のように農家の
意欲をかりたてたらしい③この水車工場の廃止後上流の上林政吉が水車を買い受け水車に改造した。

9 〃 八幡長助 東15線西 北3号 南 発動機 昭14～19 八幡伊三郎 岩手県大正4年 ①製作大工は朱円の及川長作、加納幸助の両者②当初朱円東のオクシベッ川最上流奥地に入地し開拓に挑む大勢の子供の成長に伴いこの地に転住

目覚しい実績を挙げた努力家。

10 〃 上林政太 東14線北3南 馬・水・発 大12～ 昭40 上林政太 ①大正12年馬廻 しにより始業、建築大工網走中野、木挽大工日の出高橋松之助により製材②その後水車を同部落の西沢よりキッ桶を峰浜の中村より買い使用③建
設の準備の頃は澱粉1袋14,5円 したが漸く操業製品売却の時は10円に3袋 になっていた④その苦境に町内の弱小組は倒れた(共 同者1江 の上恒次郎と3年2佐 藤

浅治と2年3そ の後閉業まで小池源之助と共同)⑤ 大正5年 初代政吉山形県。

11 〃 薮 重男共同 15線 西 北2号 南 ヌカマ ップ川 水 車 昭23～33 薮 重男 ①戦後の澱粉景気と交換条件の不利を嘆き薮重雄は工場建設の決意を固め同志11の共同者により23年8月31日 着工超努力の結果その後の操業を完了した②代表薮
重雄、野村音松、武山徳太郎、木村源次郎、今野文雄、今野源之助、佐藤東、高橋卓、三代田芳太他2名 ③戦後本町新工場のトップであった若き薮重雄の逞しい

情熱の結晶である(日 置)④ 水車の経8尺 巾3尺 ⑤大正10年初代薮重雄岩手県。

12 峰 浜 村越定吉 東14線 西 北1南

ポンシマ トカリ川

〃 大8～9 藤盛憲蔵 折角の努力も残念ながら夢に終る。

13 〃 小沢 某 東12線 東 北1～2号

ポ ンシマ トカリ川

〃 大8～10 〃 工場経営の夢、後追いになり涙を呑む。

14 〃 内藤朝樹 東13線 西 北2号 南

ポ ンシマ トカ リ川

〃 大8～ ユ2 〃 澱粉暴落で工場操業の夢、淡 く消える。

15 〃 荒木弥六 東12線 東 北2号 南

ポンシマ トカリ川

〃 大8～11

昭2～7

〃 ①初めは荒木八郎が操業したが欧州大戦後暴落により閉業②その後武山友松が昭和2年 頃より7年 まで運転で終わり。

16 〃 中内吉太郎 東11線 西 北1～2

ポ ンシマ トカリ川

〃 大6～14 〃 ①当初は畠沢吉之助操業 大正6～1ユ年まで②これを中内が引き継ぎ大正14年で閉鎖

17 〃 斉藤 覚 10線 東 北1～2号

ポ ンシマ トカリ川

〃 大8～9 〃 山梨県 明治43年 短年間の操業で閉業。

18 〃 馬場退蔵 峰浜市街 〃 昭5～20 〃 大正7年 岐阜県 工場は峰浜にありながら乾燥場は550m程 離れた学校の南側東10線に設置され中 の々難儀の(天 候)際 もあったようだ。

19 〃 小山田市太郎共同 東10線東 北1号 北 発動機 昭25～33 〃 代表小山田市太郎、明治25年青森県(初 代喜久治)共 同者小山田市太郎、野村音松、江の上恒次郎、佐藤要、今野喜八等の共同。

20 〃 藤盛憲蔵 峰浜0号 北 シマトカリ川 水 車 大5～ 昭33 〃 秋田県初代は明治41年朱円西に入地①創始者初代金吉②大正5年2回 目の工場を現位置に設置した峰浜での最初の工場。万事先見の明のある人で欧州大戦の澱粉
景気を存分に味わった人(日 置)③ 拡張の水車大工は野内新三郎。

21 〃 中村善七 東12線2～3号 シマ トカリ川 〃 大7～15 〃

佐藤 きみ

広島県大正3年 ①風害と澱粉の下落により朱円西の水田耕作に転業②この施設はその後朱円東の河田辰治が買取ウナベッ川より導水して水車で始業したが不成功
だった。

22 〃 佐藤沢治 東11線 東2～3号 間 シマ トカリ川 水 車 大8～14 藤盛憲蔵 新潟県 大正6年 。

23 〃 谷本 某 東12線4号 南 ウナベツ川上流 水 車 大9～11 泉浦宗八 青森団体の奥地、官林境、欧州大戦の澱粉の夢はこのような所にも無理して工場が建てられた。特に熱病のようだ。

24 〃 一之沢定吉 東10線 ウナベツ川左岸 ク 大10～13 〃 青森県 大正3年 一之沢定吉と誰人かの共同経営のようだった。

25 〃 坂井惣太郎 0号 南 ウナベツ川右岸 〃 大7～10 坂井喜九男 ①原料芋少なく操業維持困難 澱粉価格暴落②大正10年経営者坂井惣太郎病気のため札幌の病院に入院その年で閉業③水車は下掛け。

26 〃 羽田野耕三 1号 北 ウナベツ川右岸 〃 大4～10 羽田野郁 岐阜県より明治38年に入地菜豆、馬鈴薯、麦類、菜種①友人藍葉庄治が旭川より鉄製ロール歯車を購入使用②当時の工場操業期間は短く10～15日間位③水車は下

掛け経12尺×巾2尺もの。

27 〃 阿部松五郎 8線 西 ウナベツ川右岸 〃 大6～10 坂井喜久男 宮城県人①当時阿部さんが父に話したことを覚えている(日 置証言)今 年もどうにか澱粉を100袋収穫したと喜んでいた②水車下掛け。

28 〃 坂井男一郎共同 東8線 西 ウナベツ川右岸 〃 昭5～33 羽田野郁 ①大正初期4～10年 まで阿部松五郎が操業②昭和5年 より8年 まで羽田野郁と大内義雄の共同工場を新設操業③ この工場を町の買い上げによって代表者坂井男一

郎の共同工場として昭和33まで操業した(9年 より)④ 水車は胴掛け12尺×2.5尺。

29 ク 藤盛金吉 東9線2～3号 ウナベッ川右岸 〃 大2～4 藤盛憲蔵 秋田県 明治41年 ①農業の経営にも工場の取り組みにも常に積極的な人であった。

30 朱 円 東 藍葉庄治 7線1号 南ウナベッ川左岸 〃 大5～6 羽田野郁 長野県明治38年①旭川よりロール、歯車を取り寄せ使用中 積々極的な経営者だった。②大正7年 丹羽量が買受翌8年 更にこれを弟虎之丞に売却。

31 〃 丹羽虎之丞 東7線1号 南 ウナベッ川左岸 〃 昭9～40 可児 茂

丹羽正之
明治38年岐阜県最初以久科に入地①大正5年 藍葉庄治が始業丹羽量大正8年 買い受けたるも数年後水害にて流失休業②昭和9年 新設操業20年共同化責任者鶴巻藤
亀平、保田藤作他15、6人3、4年 間後実、豊兄弟と小池、保田の4人 共同となり最後は丹羽実の個人操業で終った③途中タービン水車に切り替える。

32 〃 鶴巻藤亀平 7線 ウナベ ツ川 〃

モ ー タ ー

昭5～36 酒本 登 初代茂治 明治39年新潟県①昭和5年 より始業し、戦中19年に近くの海岸砂丘に在る砂鉄製練所に指定されて休業②昭和23年より別のケ所に新築製粉工場も併業

した町内有数の大規模工場(モ ーター)③ 計画としては1日 の磨砕量1000俵の予定④最初の水車経3.6m巾1.2m戦 時中はタービン水車にして成功した。

33 〃 今野忠八 2号 ウナベツ川左岸 水 車 大8～13 今野 勇 大正4年 宮城県①その当時操業期間は短かった10～15日間位②澱粉価の暴落、風害の連続で低地に適地を求めて転住③水車の経4.5m巾1m付 近の水車の中では
大型。
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表 一2 澱粉工場一覧(朱 円東 ・朱円)
番号 地 区 設 置 者 線 ・ 号 動力・型式 年 代 証 言 者 備 考
34 朱 円 東 上村源之助 ウナベッ川左岸 水 車 大6～12 日置順正 大正3年 頃 福井県①昭和3年 南米ブラジルに移住。

35 〃 藤井房吉 東9線3号 北 ウナベッ川左岸 〃 〃 金重 鶴

禦 £評上村源之助と献 ブラジル1こ移住その後畑の耕作者も何人か変わり同区の佐妹 三郎が買い受け全く新しく工場を建設操業・た故に別々の工場として記
36 〃 佐 木々三郎 9線 西 ウナベッ川左岸 〃 昭15～33 佐々木信雄 大正3年 初代佐々木与三郎 岩手県①この所在地に大正年間藤井房吉が操業した。②その後信雄の父三郎が買い受け新設経営。
37 〃 熊岡辰三 東9線 西3～4号 間 馬 廻 大8～10 金重 鶴 大正3年 広島団体として入地①欧州大戦澱粉景気の恩恵に俗せず残念ながら帰郷した組。
38 〃 松井 某 8線 東3号 北 〃 大7～12 日置順正 名は調査、成功せず。

39 〃 三村周一郎 8線 東3～4号 間 〃 大8～10 金重 鶴 大正3年 広島団体として入地①この地区では無理をして馬廻し工場を建てたが何れも景気の後追いの形になり残念ながら橦花一朝の夢となった。
40 〃 山田諄一 東8線 東4号 北 〃 大8～9 〃 大正3年 広島団体長として入地①今日至る本町農協の創始者の大先覚者(産 業組合)② 澱粉の暴落、春耕期の連年の大風害により高台を諦めて同区低地の上原甚吉跡を買

い移住入地した③結局澱粉景気の花は咲かずじまいに終る。

41 〃 稲月三太郎 8線 東5号 北 〃 大8～ 昭2 日置順正

蟹 芸事欝 辮 羅 蝋 蕨 、纒 縛 霧 辮 て厳しい開勤E戦 しながら独力で工場を建てる・とは想像出来ない努力であ・たろう②儲
42 〃 朝倉伝次 東8線5号 北 〃 大13～ 昭3 菊池松次郎 大正3年 愛知県①山の上の不便な谷間の僅かの水を使い小規模の経営であった②証言者の菊池松次郎は若い頃この工場の薯運搬に頼まれよく承知していた 傘

車を引く馬は中区の香西久七所有の葦毛の馬が上手なので態々購入して使用 した由③南米移住の志で離農となった。
43 〃 鶴巻茂次 東7線 東3号 南 〃 大8～9 金重 鶴

縄 す朗治4'年①ウナベツ川左岸現国道沿いに転居 前住者加藤桑次郎経営の(鉛 筆木工場)を 引き継ぎ木工場経営・・専念②その後 藤亀平が澱粉工場経営に
44 〃 大内 保 東7線 東3号 南 発動機 大10～12 〃

日置順正 灘 議 響獣 署禦 鯉5購 伝蓄 鐙'受 け使用したが3年後 又西区1こ戻り鈴木豊助が使用した②当時の・とに大きな・ライホールや不規則
45 〃 宮内 武 6線西1号 北 モーター 昭28～40 宮内 武 初代宥五郎 明治36年 現在地に入地①現在地に新設操業するまでは西区国道南オクシベッ川左岸付近で個人工場を経営していたが住宅と経営畑との両方が工場

と遠隔のため小林弘了に譲渡し現在地に建設した②全施設を屋内に納め大 的々に操業。
46 〃 河田辰巳 6線1号 北 発動機

モーター
大15～ 昭40 河田辰巳 初代辰治は明治39年香川県より越川に入地1最 初①年間ウナベッ川より遠距離間導水して水車で操業②町内石油発動機使用の塙始者である(昭 和2年)③ 昭和23

年より全面モーターに切り替える④本調査上、動力別分類では着業時にしているがこの工場は場所柄 水車工場の可能性に乏しく僅か1ケ 年なる故
、水車工場から除外した(日 置)⑤ ウナベッ川よりの導水路(道 路添

い)約1000m。
47 朱 円 細谷 賢 東5線 西1号 北 馬 廻

発動機
大9～ 昭12 山田カネヨ (香川県出身)① 明治32年、東区の最初の入地者上原甚吉の許で働いていて独立したので早い渡道と思われる②娘時代この工場の乾燥の入れ替え作業に手伝いに

行ったことがあるので(大 正13年結婚)こ の頃の操業と思う。
48 〃 片山 登 東4線 西1号 北 発動機

モー ター
昭14～33 河田辰巳 初代宇之助は明治42年 福井県より入地①農業経営も地味であったが工場の経営も又堅実であった。

49 〃 小池健之助 東4線 西1号 南 馬廻
発動機

大8～ 昭13 山田カネヨ 初代吉松、明治34年 秋田県より入地①朱円中区では早い方である②オクシベッ川の度々の氾濫の被害や一部水田化など中々苦労の多い土地であった。

50 〃 日置順正共同 東4線 西1号 南 発動機
モー ター

昭22～33 日置順正

翻 謝 購 翻 講 織 轟 苗碁翻 撫 羅 雛 醗 暮卿 良三は・人は身内の関係で小池の父健之助が大正時代操業跡地に建設
51 〃 山田誠一共同 東3線 東2号 北 モー ター 昭27～33 浅沼元正 ①中区の旧寺島共同工場4分 割の1つ ②共同者 代表山田誠一、浅沼元正、佐藤末広、遠藤仁一郎③人間的にも経営の規模 方針も類似し円満な運営がなされた。
52 〃 橘田義教 東3線 北オクシベッ川右岸 水 車 大7・8～

昭33

山田カネヨ 初代富次郎は明治34年山梨県より入地朱円中区では早い方である①大体、自家用工場だったが自己の畑中導水路を作り最後まで頑張り通した。②大正10年頃、手伝いに行
ったが水車動力で製粉をしていた手挽き石臼より大きな石臼を回転させて製粉し大きな四角櫛で選別していた

。
53 〃 長尾宇一 東2～3線3号 北 馬 廻 大5～6 日置順正

器1讐 転難 蕩 謬 この工場は馳 しでは朱円の第『号でこれを見倣い次々1こ馳 し工場が建設せられていった・②しかし 長尾宇一は大正・年斜里市
54 〃 羽田野北雄共同 東2線 東 オクシベツ川 水 車

モー ター

昭13～23 羽田野北雄

幽 欝 表羽田野北雄・広沼定1台・柴田寅一・羽田野耕三・村井正一②最初の水車用水は水田用潅概溝の水を使用した適当な落差があり経3・6m巾・・㎝の水
55 〃 羽田野郁共同 東2線 東3号 北 モーター 昭29～40 羽田野郁 共同者、代表羽田野郁、吉岡多喜一、佐藤甚助、阿部忠雄、瀬口幸一。
56 〃 佐藤初右衛門 東2線 東3号 南 水 車 大3～9 羽田野北雄 宮城県出身、明治45年入地①アメリカ帰りの操業当初は、雑穀景気の妙味を存分に味わったが7年11月 第一次大戦が終わるや暴落を始め各工場は大打撃をうけた

②この工場はオクシベッ川上流約400m地 質より桂の厚板で大函樋いを作り上方は埋設し下方は架上にして導水し今日で想像出来ない平垣ケ所で水車工場を回し
た。③大正3年 より7年 まで佐藤初右衛門が大正8年 より9年 を羽田野耕三が引き継ぎ経営したが以後閉鎖

。
57 〃 森田鎌太郎 東2線 南オクシベツ川右岸 水 車

発動機
明44～ 昭33 森田幸正 ①創始者は愛知県より明治38年に入地 した加藤桑次郎②加藤が東区に転居、木工場経営に移りその後古田一市が操業③大正10年頃より幸正の先代鎌太郎が農地

共々買収して続けるこの工場主(鎌 太郎)は 産業組合常務理事となり子息(幸 正)は 若くして引き受け苦労を重ねたようだった(日 置)④ 水車製作の歴史1
、2回とも普通型だ

ったが昭和12年頃製作した水車は経1.8m巾1.8mの 胴〆のものであった。
58 〃 長島徳次郎 東3線4号 南 馬 廻

発動機
モーター

大6～ 昭39 長島福蔵 初代 徳次郎 明治38年 新潟県より入地①馬廻し工場建設以来一貫して誠実経営に信望があり、昭和10～15年頃と戦後の澱粉工場の全盛時代にはその業態は華
やかなようだった(日 置)② 作業長 甥の長島清平③澱粉工場経営には常に研究的であった。

59 〃 竹田万次郎 東3線 西5号 北
:
〃

大7～ 昭22 石川織子
日置順正 瓢 講 蝋 藻 備鷺 膿 講 野 正7年隣家の長島徳次郎工場を見倣い馳 し工場を始める②昭和7年石油発動機にする③その後モー・一に切り替える

60 〃 黒川、波多野共同 3線 東4～5号 間

:
大7～ 昭33 小林弘了 ①初代創始者は寺島与作で大正7年 馬廻しで始業 昭和6年 発動機、電力へと次々切り替え寺島父子が長い間経営 した②昭和24年中区の約半数20戸で共同工場と

して買収小林弘了を代表者として3年 間運営したが共同体が4分 解しそのうち10人が残って最後まで経営
。

61 〃 石川常夫 東3線 東オクシベッ川右岸 水 車 明43～ 昭33 石川常夫 明治35年初代守人 宮城県より入地①初代守人は兄小平と共同協力して当時水車の先駆者 以久科南の石川芳次工場を見倣いながら自作して始業した②時代の変
遷に拘らず最後まで水車で終始③水車の経緯1回 目水車経3.6m巾90cm、2回 目経1.8m、 巾75cm、3回 目経1.8m巾75㎝ 何れも親子の協力作。

62 〃 上野松太郎 東4線 西4号 南 馬 廻 大8～9 日置順正 明治42年 岐阜県より入地①普通の馬廻し工場は大傘型の輪を回して次の機械にベルトで連動するのであるがこの工場は晒しキッまで建物内に納め傘の代わりに
大歯車輪を使ってあった。②話によると馬のけい引が重く理想的ではなかったようだ。

63 〃 香西久七 4線東4号 南 〃 大9～13 〃

難 鴛纂 畿 欝 雛 混 鞭 髪罪し工場だ・た②始業間近になって俄かに準備し自家用のみ処理③当時の澱粉薯はアーリー・一ズで酷い輪腐病であっ
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表一3澱 粉工場一覧(朱 円 ・朱円東 ・朱円西 ・以久科北)
番号 地 区 設 置 者 線 ・ 号 動力・型式 年 代 証 言 者 備 考

64 朱 円 牧野治作 東4線 東 水 車

発動機
モーター

昭8～33 牧野ヨシエ 初代父徳次郎明治36年石川県①最初市街の三国屋の経営していた工場を買い受け発動機その他古道具の寄せ集めで始めた②とにかく努力家で自力で持え付近で感

心したものだった③オクシベッ川より樋水路を架設して導水しタービン水車に切り替えたが落差がなく不成功④昭和22年農電化によりモーターに切り替える⑤

(花より団子か形より実か)昔 の工兵殿頑張り屋だった(日 置証言)。

65 〃 稲月久雄 東5線 西 発動機

モー ター

昭7～33 石川織子

日置順正

明治40年父三太郎 新潟県より入地①昭和10年10月オクシベッ川大氾濫により工場冠水発動機下流まで流失の難を受けるもよく頑張り再建操業を続けた②父、子

共技に長じ殆どの施設を自力で敢行の積極的な人。

66 朱 円 東 林勘十郎 東5線 西 オクシベッ川右 水 車 明41～ 大9 菊池松次郎 明治39年岐阜県①事業家で開拓部落創りの功労者である②大正10年樺太に移住その後を愛知県出身の村田某が引き継ぎたるも数年で転出③大正15年越川より滝田
作太郎が入り昭和5年 新設④この工場は水車としては田中庄兵衛、石川芳次に次いで町内3番 目の工場。

67 〃 滝田幸吉 東5線5号 南 オクシベツ川右岸 〃 昭5～33 〃 ①明治41年この場所で林勘十郎が水車工場を回した②越川より転出して来た滝田作太郎が昭和5年 新設運転 釧路市に転出。

68 〃 菊池幸治 東4線 西5～6号 間 発動機

モー ター

昭12～53 〃 ①初め高橋松四郎、菊池松次郎等の共同として出発②以久科北の楠喜八の世話で6psの 焼き玉エンジンを使用5年 間③その後英国製の石油発動機10馬力を使用
5年 間④昭和24年菊池幸治に譲渡ヤンマージーゼル6ps26年 電力7.5ps⑤長年個人として経営に努力したが時勢に応じ遂に53年閉業した。

69 〃 佐々木万太郎 6線 西 オクシベッ川右 水 車

モー ター

大6～12

昭12～34

佐々木万太郎 岩手県初代祖父福太郎団体長として入地①祖父福太郎が大正6年 から5、6年 間小規模の水車工場を操業した②その後孫万太郎が15年間を経て大規模工場を建て

る銀難辛苦して漸く始業に漕ぎつけたやさき応召涙ぐましいものがあった(日 置)③ 水車の経。2m巾1.2胴 〆なし12～3馬力。

70 〃 佐藤初右衛門 東6線7号 南 水 車 大5～10 菊池松次郎 明治45年宮城県①アメリカさんと言われた佐藤初右衛門の全盛時代の建設②金と力によってあのような場所でも操業したのであろう。

71 〃 小原亀之助 8線 西10号北 〃 大5～12 〃 大正3年 岩手県①東区の奥蘂別川最奥地の不便な場所ながらこの地にも澱粉景気の風は吹きまくり工場が建てられた②当時の大工の後継ぎは小原亀之助一菊池政

之助一野内新三郎のようである③小原は大正12年関東大震災後復興のため仕事多く勇途出発して働き中彼の地で客死④水車は最大級で経5.4mあ った由。

72 朱 円 西 丹羽 量 東2線1号 北 手 廻

馬 廻

明43～ 大7 丹羽正之 明治38年岐阜県より入地①朱円 故大口勝太郎は子供の頃明治43年にこの工場より澱粉を買って運んだと証言あった(お そらく手廻しならん)② 後この施設を弟

虎之熱に譲り東区の藍葉庄治の水車工場を買い移る虎之蒸が馬廻しに改造操業したものでなかろうか(丹 羽正之談)③ 明確でない故動力別分類では馬廻し工場に
した(日 置)。

73 〃 弦間正次 東2線1号 北 発動機 昭29～33 弦間正次 先 代々丑五郎は大正5年 山梨県より入地①弦間義次名義なるも実質的には長男正次の経営②当時の一般的な製造法と異なり画期的な取 り組みを研究実施した。

74 〃 栗原佐吉 3号 北チエプンナイ川上流 手 廻 明32～40頃 日置順正 多分 埼玉県出身 明治29年入地①明治32年手廻し式製法で製造を始める本町の嗜始者②早くに付近に入地し取材中に存命の人は揚水のため使用した水車の記憶

があると語っている③明治43年には工場所在場所に福井県出身の近藤甚右衛門が入っているので多分その頃で終業したと思う。

75 〃 近藤甚右衛門 東1～2線3号 北 馬 廻 大12～ 昭2
'
長谷川喜代 明治43年に福井県より入地①全く小規模 当時既に第一次欧州大戦による澱粉景気は去ったものの馬鈴薯耕作とは離れ難く(営 農自立上)こ の時期に強大な自力

で作ったらしい②この頃未だ 摺り込み沈殿槽 晒しキッ全ての桂の木の厚板で1.8m角 深さ60～65㎝位の木製のものが使用されていた。

76 〃 小林弘了 3号 南 オクシベッ川左岸 水 車

発動機
モーター

昭22～33 小林弘了 ①初め鈴木豊助、近藤甚右衛門、宮内光蔵、片山外次郎の共同工場として3年 より10年まで経営初めの3年 は水車後発動機②この工場を昭和11年宮内武が50万で

譲り受け27年まで操業③28年より小林弘了が買い取りホグレン操業まで続けた④始業当時はオクシベッ川の水量不足で水車の操業に難儀をし落差乏しい関係も

あって上流森田工場の夜間休止時に運転した苦労話も伝えられる。

77 朱 円 西 鈴木豊助 東1～2線3号 北 発動機 大13～ 昭2 浜田さよ ①豊助の祖父養太は本町農業の始祖 明治10年岩手県②この焼き玉エンジンは最初西区の土橋伝七が網走より買い大正7-9年 使用し10～11年を東区の大内保と

新谷の共同工場で使い最後に又西区の鈴木豊助工場で働いたことになる③不規則な大きな音をたて而もフライホールが馬車輪程も大きかった由で証言多い④鈴木

工場では弟泰司が運転したが東区の新谷が偶々機嫌直しに通ったそうである。

78 〃 河田栄作 東1～2線 間3号 南 モーター 昭和27～33 河田辰巳 ①父、河田辰治は明治39年香川県より越川に入地 昭和14年朱円東に移住②工場閉業のその後札幌市に転出。

79 〃 土橋伝七 東1線2号 南 発動機 大7～9 土橋勝利 大正5年 香川県より入地②この焼き玉エンジンは以久科北の林仁兵衛に次いで本町で2番 目である②網走の本間鉄工場より購入し柴田式6ps③ これを東区の大内

保に更に西区の鈴木豊助にと行く先々で凄い音をたてて有名であった④当時この工場で働いた大友慶次郎談によるとフライホールは馬車輪程もあった由である。

80 〃 日笠義光 東1線 西2号 南 発動機

モーター

昭12～33 長男 日笠 肇 初代亀市は明治41年香川県より入地①川上にて大正初期馬廻しで工場をやっている②この工場も戦前、戦後存分の活躍をした工場である。

81 〃 羽田野藤次郎 基線東2号 南 〃

〃

〃 長男

羽田野数七

大正8年 岐阜県より入地①藤次郎は最初朱円にその後富士部落に移住して開拓に挑み再度この地に落ち着いて大勢の子女を育てた②工場の運営も堅実経営の多く

の一族の委託をうけて運営。

82 〃 斜網澱粉工場 西1線1号 北 モー ター 昭34～36 町史下巻 西ドイツ製遠心分離機4台 を備え近代的工場。

83 〃 屋根田鉄太郎 基線西3号 北 馬 廻 昭4～9 高野吉郎 ①全くの小規模経営 短年間で廃業②原料薯を提供の要請を受けたことがある。

84 〃 芳賀共同工場 根室道路4号 北 発動機

モー ター

昭5～30 芳賀喜代治

堀田久光

片山フヨ

経営の移り変わり①昭和5年 以久科北の堀田久次郎が建て操業終り頃同区の細川に2ケ 年賃貸した②昭和10年朱円西区の片山外次郎が買い受け操業後片山が病弱
になり閉業荒廃③昭和24年芳賀金平を代表者に片山外次郎、古川市松、栗沢喜重郎、山田義男、蛭田孝次郎、広沼定治の7人 の共同工場として再建出発④その後

共同者も減少し芳賀と片山の2名 で操業⑤最後の2年 間は芳賀金平単独経営であった⑥閉業昭和30年 ※⑦本来なら別々2工 場の存在とすべき処、整理後の判明
o

故、不本意なが ら1工 場 とした(日 置)。

85 〃 片山孫四郎 東1線5号 北 馬 廻 大8～ 昭2 片山フヨ 明治40年富山県より入地①当初小規模の馬廻しを営んだが②昭和3年 始業の鈴木豊助、宮内光蔵、近藤甚右衛門の4人 共同工場参加のため廃業。

86 〃 蛭田金三郎 東3線 東7号 北 〃 大9～ll 大高竹次郎 ①今日では全く想像不可能の悪条件の奥地に澱粉景気の波は押し寄せていったが残念ながら工場が漸く動き出したら既に値段は下落の一途を辿りこめ年春小樽相

場で1袋2円50銭 にもなった②最高値の年には1袋16～7円 もいった由である③至上使命の開墾と戦いながらの大仕事だった故農家の苦悩ははかり難いものだっ

たろう。

87 以久科北 尾河幸市 西4線1号 〃

〃

昭10～34 尾河 登 大正4年 初代松蔵 岐阜県より越川に入地①次々に工場の馬力を増強して積極的な操業。

88 〃 木村義太郎 西4線 西2号 北 〃

〃

昭6～34 木村義太郎 初代安次郎 大正8年 十勝より入地①当時泥炭地の最も適作とされていた馬鈴薯耕作に明るい希望を与え積極的な操業。

89 〃 市村勝治 西3線 東2号 南 〃

〃

昭8～38 市村勝治 父奈良県より明治38年入地①施設を拡張し中 積々極的な経営をした。

90 〃 樟見佐太郎 西2線2号 南 発動機 昭6～21 樽見信吉 本州一小清水一斜里(昭 和4年)① 戦後の昭和21年この工場を解体し根室の西春別へ移設して弟が操業した。

91 〃 楠 喜八 西1線 西3号 北 〃 昭6～15 6人 組 明治42年兵庫県より最初越川に入地①馬廻し工場の先駆者といわれている(森 田、高橋共同工場)② 現在地に移転後も積極的に経営 していた。
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表 一4 澱粉工場一覧(以 久科北 ・越川 ・以久科南 ・豊倉)
番号 地 区 設 置 者 線 ・ 号 動力・型式 年 代 証 言 者 備 考
92 以久科北 新川'常夫 西2線3号 北 発動機

モーター
昭4～41 新川守夫 大正7年 広島県より入地①以久科3号 北付近の泥炭地帯工場の皮切りで昭和10年以後及び戦後の工場華やか時代には随分と活躍した工場である。

93 〃 佐山久治 西1線4号 北 馬廻・水車

発動機
モー ター

大14～ 昭33 佐山武雄 初代久次郎 大正7年 青森県より入地①最初馬廻 しを数年続け②後アッカンベッ川で水車(落 差の殆どない所でよく回したものだ)③ 規模拡大には馬力不足で発
動機導入④モーターも入れる結局本人に技能がある故あれこれ進展に挑戦したのであろう⑤武雄は3代 目。

94 〃 森田、高橋共同 西1線 東4～5号 間 馬 廻

発動機
モー ター

明44～ 昭33 森田佐市 ①楠喜八が本町で初めて馬廻し工場として出発したと伝えられる②規模拡大のため大正10年頃大阪より焼き玉エンジンを取り寄せ運転(6ps)③ その後市川清次
郎が4～5年 操業④昭和10年森田佐市、小坂与十郎、佐藤四郎助、高橋一郎の共同としてホクレンまで続ける。

95 〃 及川清治 6号 北 西1線 アッカンベ ツ川 水 車 大10～15 堀田久光の母 ①及川清治が3～4年 経営したが離町②その後2ケ 年近くの堀田久次郎が買い受け操業 したが秋浮浪者宿泊の際失火焼失で閉業③その頃でもアッカンベッ川は水
が少なくて困惑した由。

96 越 川 越川北共同 越川北 東1線 西 アッカ ンベツ川 水 車
発動機
モー ター

昭5～33 海道昌道 ①初代の松田早雄と朝倉の共同アッカンベッ川小水車であったが加入者増加し発動機を入れる②農場開放により規模を拡大共同化③昭和22年農村電化により電力
導入④最大の悩みは上流工場による水の汚れであって昭和25年市街の田村水道店によって本格的なボーリングするも初回失敗、再度敢行成功した⑤ホクレンエ場操業を機に閉業

。

97 〃 神谷庄次郎 越川北 東1線 東 幾品川右岸 水 車 大8～ 昭20 浅野徳太郎 ①島津農場小作人の薯を処理したので大規模だった農場地内のため充分の水路を約1kgも 作り導水しての水車であった②戦後農場開放により工場も閉鎖③水車の
経2.7m巾1.2m。

98 〃 石塚七郎 東3線 東9号 北 馬 廻 大7～10 〃 欧州大戦の澱粉景気に煽られ栃木団体入植地の山の上で僅かの沢水を溜めて操業したのだろうか始めた時は下落の兆であった。開拓悲話で離農している。
99 〃 田熊忠兵衛 越川北 東4線 西9号 北 〃 大7～14 〃

榮 晶簗 甥 ①栃木団体長として不便な所1こ入地した者をよくまとめよく醐 をみて信望も厚か・た②故にこの工場は団体員の生活費・鮒 を稼ぎ出・た命の

100 以久科南 山崎宗次郎 7～8号 間西2線 〃 大10～15 高橋一郎
101 〃 三浦耕三 6号南 西4線 東 〃 大9～10 三浦耕三 明治42年 宮城県 より入地。

102 〃 古米安次郎 西5線 の東6～7号 中間 〃 〃 古米吉雄 明治41年 岡山県より入地。①開墾しながら冬は木挽稼ぎをしながら自家の馬廻し工場を建て僅か2ケ 年で閉業既に澱粉景気は去り家中苦労した。
103 〃 山中富蔵 7号北西6線 東 〃 大5～8 6人組 明治37年 宮城県 より入地。

104 〃 細川茂七 西6線 の東 〃 〃 〃 明治38年頃 富山県より入地。 、

105 以久科北 山田修昂 西3線 西6号 北 モーター 昭27～41 山田昭裕 初代助太郎は明治38年富山県より入地①戦後の始業であるが多くの公職を持ち乍頑張り通し農協の専務時代など前夜の乾燥 の入れ替え作業で顔が粉で白くなっ
たそのままで執務していたことがある(日 置)。

106 〃 林仁兵術 西3～4線5号 北 発動機 大6～14 近藤 明 明治36年富山県より入地①焼き玉エンジンによる発動機工場の先駆者②当時としては画期的な導入で付近農家の委託にも随分寄与したようである。
107 〃 加藤磯次郎 西4線 西5号 北 馬 廻 大5～14 〃 明治40年頃 富山県より入地。
108 〃 近藤 明 西3線4号 北 馬 廻

発動機
モー ター

大6～ 現在 〃 初代茂次郎は明治36年富山県より入地①太古付近一帯が泥炭地帯時代、以久科川が流れ込み帯状に出来た沖積地帯である②茂次郎が入地 した当時既にその辺一帯
は水車工場の先覚者田中庄兵衛の牧場であった③馬廻し工場始業以来研究を重ね打抜きによる地下水の使用の先鞭でもあり現在中斜里ホクレン工場を除く町内4
工場のうちの1つ である。

109 豊 倉 以久科3号 共同 東 モー ター 昭8～33 大木 忠 ①水田の冷害によって再生を願っての大規模工場で当初の組合員66名を以って始業した②町内大型工場の第一号でこの地帯多数の農家に与えた恩恵は大きい。
110 〃 飛世昭七 豊倉西 基線西3号 南 発動機 昭28～40 飛世昭七 初代庄吉大正13年 富山県より入地①ここでも戦後の澱粉景気の中で工場無さの悲しさから独力で建設にと立ち上がった組である。
ll1 〃 三井共同 〃 東2線 東5号 北 〃 昭16～25 高橋健一 ①代表者高橋亀蔵 工場長赤坂岸雄 組合員30戸②この地帯も水田熱の高まった時代殆ど田んぼと化したしかし昭和6年 より10年の5年 間に8年 只1回 の豊作で

水田農家は実に悲惨な状態となった③起死回生の策を馬鈴薯(安 定作物)に 求め工場の建設となったが初期は既に戦争の渦中時代であった。
112 〃 山本喜三郎 豊倉東 東4線 西6号 北 〃 昭27～37 山本一郎 明治42年 香川県入地。
113 〃 長野 栄 〃 東5線 西6号 南 モー ター 昭29～33 〃 初代松蔵一十勝より明治39年入地①この工場は豊倉西の三井共同工場を買収し移設したものである。
114 〃 田中米助 〃 東5線 東6号 南 〃 昭27～33 日置晴子 父条七 明治39年越川に入地①この地に2人 分家して操業した。

115 以久科南 内城 某 東5線 の東 幾品川左岸 水 車 大3～5 6人 組 存在は認められるも詳細は不詳。
116 〃 午来久助 西6線 西 幾品川右岸 〃 〃 午来義雄 明治40年 十勝より入地①共同者 倉本清次郎との2人 小規模で閉業。

117 〃 田中伊三太 西5線 の西 幾品川右岸 〃 大7～9』 6人 組 明治41年 十勝より入地①小規模の水車工場で短年間で閉業。
118 〃 以久科西4線 共同 西4線 の西 モーター 昭12～47 古米義雄 ①秋の川発電所の送電開始によって沿線下故早くに電力操業出来た②始業以来本町最大の共同工場として経営されたが2度 の火災にあい2度 目の損害特に莫大で

再起に困難を極めた③共同者の最盛期には73名終わり頃40名位。

119 〃 高橋菊太郎 西4線 の西 幾品川右岸 水 車 大5～ 昭12 6人組 明治32年 宮城県より入地①石川芳次と同年 以久科地区最初の入地者。
120 〃 海道、滝川共同 〃 幾品川左岸 〃 大2～5 海道昌道

近藤 明
海道善四郎は明治43年石川県より入地①秋の川の現吉野宅付近に滝川某が居住しており海道善四郎が板橋清次郎奥に居住していて2人 で短期間ながら経営した。

121 〃 橋本七郎 西4線 の西 モーター 昭27～ 現在 橋本 茂 明治37年 富山県①橋本石郎は工場の設計、建設などの技に長じ、戦後、町内の各所の工場建設に貴重な存在であった②現在町内ホクレンを除く4工 場のうちの
1つ で全自動式操業である。

122 〃 石川芳次 西3線 東 幾品川右岸 水 車
●

明40～ 昭5 6人 組 千葉県より明治32年入地、石川農場を拓 く①明治40年喜茂別より水車大工を呼んで製作させる当然工場の設計、その他全般の施設方法にも先進地からの知識が導
入されたものと考えられる②工場経営のため農場小作料は反当澱粉1袋 分を原料薯によって納入させた③本町の薄荷菜種(明 治)の 最初耕作者であり農業創世期
に於ける功労者である④水車の経4,5m巾1.2m胴 〆あった。

123 〃 板橋清次郎 西3線 西 幾品川左岸 〃 大5～ 昭12 板橋誠司 明治43年 宮城県より入地①従来の摺込用沈澱槽は大きな木製であったが板橋はコンクリート製流し込みに工夫改良して使用②これは近隣町村の購矢とされている。
124 〃 香西権三郎 西2線 東 幾品川右岸 〃 大5～ 昭33 6人 組 明治40年 香川県より入地(香 西)① 代表者香西権三郎、上村松之助、佐々木彦兵衛、間島健太郎共同者のうち2人 南米に移住。
125 〃 田中時蔵 〃 幾品川左岸 〃 大8～ 昭11 〃 明治39年 鳥取県より入地①田中時蔵と三浦耕三との共同工場。

126 〃 田中庄兵衛 西1線 東 幾品川右岸 〃 明37～ 不詳 〃 大阪出身明治36年①古米安次郎が木挽に行って製材した②田中庄兵衛一佐藤大吉一佐々木彦兵衛と引き継がる③本町水車工場の先駆者である④その頃は生粉の溶
解作業は晒しキッの四方に1人 つつ構えて舟の小型の櫓のようなもので注水 しながら掻き混ぜて溶かしたものを庄兵衛の母が上京し彼の地では既に90度と言うも
のを使用して回転軸の90度変向をしている旨伝えそれ以後木製歯車による方向変えが考案され工場能率の向上に著しい進歩があったと言う(近 藤明談)。

127 〃 煙山源一 西1線 東 幾品川 〃 昭3～38

魏3年 秋田県より入地①明治37年本町水車工場の先瀦 田中庄兵衛の建てた付近なるも大規模化のため約…m位 ・幾品川より不向きの地質・・克服・て導水
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表 一5 澱粉工場一覧(越 川 ・以久科南)
番号 地 区 設 置 者 線 ・ 号 動力・型式 年 代 証 言 者 備 考

128 越 川 谷本八郎 越川北 基線東10号南 幾品川右岸 水 車
発動機

昭7～34 谷本松雄 初代八郎は大正7年 香川県より入地①大正年間このケ所に浅野徳重、滝田作太郎の共同工場在り②昭和7年 この場所に谷本が工場新設操業 初回の水車経3.9m
巾1.3m2回 目の水車1.8m巾1.5m博 物館野外展示。

129 〃 大浦倉治 越川北10号 南 幾品川 水 車 大5～13 浅野徳太郎 澱粉の景気も下がり、大浦木工場として改築操業。

130 〃 浅野徳重、
滝田共同

越川北 基線10号南 幾品川右岸 〃 大5～ 大終 谷本松雄 ①大正5年 頃、浅野徳重と滝田作太郎の共同工場があり15年まで操業②その跡に昭和7年 谷本八郎が新設 した後、浅野は札鶴へ滝田は朱円へ転住す。

131 〃 平岡栄松 以久科南基線の西11号南 発動機 昭31～ 現在 平岡栄松 父柳吉は大正4年 広島県より入地①販売ルート記載の通り自家用かまぼこ用に仕向け②農業経営にも一廉の持論を持ち馬鈴薯の栽培耕作についても研究旺盛であ
る③工場の施設操業も実利的で反時代的にも感ぜられるが一貫した固い信念によって経営されている(日 置)④ 全く自家生産の原料故10日間位の操業。

132 〃 平下義男 越川北 東1線 西10号北 〃 昭27～37 浅野徳太郎 初代繁三郎 明治41年 岐阜県より入地。

133 〃 河田辰治 越川北 東1線12号 南

幾品川右岸

水 車 大3～ 昭10 〃 明治39年 香川県より入地①大正14年辰治が朱円東に転住の跡をうけ平下繁三郎が操業中②昭和10年秋の水害で流失使用不能③河田辰治は欧州大戦の好景気時代

早くより開拓に専念し豆と澱粉で儲け大正6年(5000円)の 収穫をしたそうだ。しかし雑穀買いの方にも手を出しその後の暴落で大損害を蒙ったが自分の経営力
があったので立ち上がった由(子 息辰巳談)。

134 〃 平下克雄 越川北 東1線 西12号南 発動機

モーター

昭11～37 谷本松雄

浅野徳太郎
①河田辰治の跡を引き受け操業中大水で流失後②東1線12号 南で発動機で始業③昭和22年モー一ターに切り替える。

135 〃 目黒繁村 越川北 東2線 西13号北 馬 廻
発動機

大5～ 昭17 目黒忠助 明治43年 宮城県2代 目 忠助。

136 〃 音田禎一 越川北 東2線 東13号北 水 車
発動機

モーター

大3～ 昭40 音田行徳 明治40年 初代令蔵が鳥取県より入地①創始者令蔵は大正3年 に始めたが沢水のため小規模であった②後禎一が発電機に更に電力にと増強し操業す③水車は経
2.7m× 巾60cmの小型④利用水は裏の高台からの沢水。

137 〃 河田敏夫 越川北 東1線 東13号北 モーター 昭27～41 浅野徳太郎 初代宝作 明治40年 香川県より入地 跡地在り。

138 〃 田中雪夫 越川北 東1線 西 幾品川右岸 水 車 大5～ 昭38 〃 初代条七 明治39年 香川県より入地①父条七が大正5年 に始業し澱粉景気を受く②2代 目雪夫が昭和26年頃大改造して能力を発揮し最盛期には1万5～6000俵

処理し越川では北共同工場の次であった③水車の経4m巾2m幾 品川より導水し200m樋 巾2m深 さ1mの 大仕掛けであった。

139 〃 白井伍市 越川北 東1線 西 幾品川左岸 〃 大5～12 〃 全くの小規模。

140 〃 山田栄次郎 越川北 東1線 西 〃 大3～ 昭23 〃 明治41年 岐阜県より入地①木製歯車であって能率が上がらなかった②2代 目佐兵衛③幾品川より90m位導水。

141 〃 植村照吉共同 越川北 東1線 東14号北 発動機

モーター

昭10～40頃 〃 代表者照吉の初代は(利 藤治)大 正8年 岐阜県①共同 植村照吉、佐 木々秀一、佐山武、熊谷篁、山根豊吉、後藤一夫、広瀬敏雄②昭和37年頃電力に切り替え

る。

142 〃 出口充作 東1線14号 北 〃

〃

昭10～40 〃 初代仁市は明治41年 岐阜県より入地①小規模 昭和37年頃 電力に切り替える。

143 〃 村崎秀正 越川北 東2線 西14号北 水 車

発動機

大13～ 昭38 村崎秀正 初代菊蔵は大正5年 鳥取県より入地①大正13年初代菊蔵が始業 自家用の小規模②水車は裏の高台からの沢水使用。

144 〃 浅野鯛治 越川北 東1線 西 幾品川右岸 水 車 昭9～40 浅野徳太郎 初代鯛治は大正2年 岐阜県より入地 現二代徳太郎が経営(現 博物館野外に展示道内一の逸品)① 大正9年 普通の水車で運転②昭和26年大改造して大規模化し

専門大工2人 で30日間要した賃金当時の金で食抜き5万 円③工場最盛期には幾品川全水量を使用水路150m水 路巾2m深 さ1m④ 水車の経4m胴 〆あり巾2m(水

車の王様)。

145 〃 音田初雄 越川南 東2線14号 南沢水 〃

発動機

大3～ 昭40 〃 初代泰治は明治40年 鳥取県より入地①初代が大正3年 沢水を利用して水車工場を建てる②二代初雄の時代に発動機に切り替え最後まで続ける③越川の国道東側
の昔 山麓に至った沢水使用工場は極小規模だった。

146 〃 沢田政一共同 越川南 東1線 西15号北 発動機 昭28～38 ク 代表者政一の父増吉は明治41年 岐阜県より入地①共同者 沢田政一、外川時雄、小川三五郎②川沿いなるも水の便悪く、動力は発動機を使用した。

147 〃 平下節夫 越川南 東1線 東15号北 〃 昭26～42 〃 初代繁三郎は明治41年 岐阜県より入地①とにかく越川部落は殆どの農家で工場を経営していた位であった。

148 ク 水谷才一 越川南 東1線 東15号南 馬 廻

発動機

大5～ 昭34 〃 初代源八は大正2年 岐阜県より入地①馬廻し工場の創始者源八は大勢の子供を育てながら開拓に挑み渡道数年を経ず工場を始めた②越川南区に電力の導入は

(14号南以南)は 昭和37年以降である。

149 〃 大鹿宮一 〃 〃 幾品川沿 馬 廻
水 車

大8～ 昭40 〃 岐阜県出身①大正～昭和初期までは小規模の馬廻工場②次いで水車に改造、2代 目国男雄③幾品川よりの導水口には随分と難儀をした導水路約350m水 車経2.7m

巾90cm。

150 〃 中島仙蔵 越川南16号 北 東1線 東 馬 廻 大5～10 中島栄之進 初代 創始者仙蔵は大正元年 宮城県より入地①大正年間のみの操業で子供の栄之進、栄之助2人 が手伝って続けその後栄之進が大正13年美咲に転住の希望など
から閉業(栄 之進 子息勇一談)。

151 〃 大須賀治三郎 越川南 東1線 東16号北 発動機 昭28～41 浅野徳太郎 初代松次郎 大正元年 三重県より入地①この工場も戦後の澱粉景気に黙視難 く立ち上がった7組 の中の1人 であった②越川は殆どが自家用工場なので創始以来

変遷もなく特記することも少ない。

152 〃 尾河万助 〃 東1線 東17号北 水 車 大3～ 昭初 〃 ①山よりの沢水でも落差があり小規模水車であった②大正年間で終わる。

153 〃 島田庄次郎 〃 東1線 西17～18号 間 幾品川 〃 大12～ 昭初 〃 全くの自家用規模。

154 〃 島田庄次郎共同 越川南 東1線 東19号北 発動機 昭26～36 〃 大正2年 富山県より入地①島田庄次郎、山崎照一の共同②発動機は船舶用のヤンマー式立型エンジンであった。

155 〃 羽田佐蔵 〃 東2線 東19号北沢水 水 車 大5～ 昭初 〃 明治40年頃 鳥取県より入地①沢水を利用した水車で自家用小規模②経2.7m巾60cmの 小水車。

156 〃 長尾与右衛門 越川南 東1線 南19号南 〃

発動機

大10～ 昭35 〃 初代の創立者 与右衛門は大正3年 岐阜県より①最初は水車だったが幾品川の水位が下がり馬力不足になって発動機を併用した②二代目寿一③水車経1.8m巾
1.5m。

157 〃 平田久治 〃 東1線20号 南 幾品川 水 車 大4～ 昭中 〃 宮城県より明治39年に入地①平田久治は明治44年より昭和16年までの間、第4代 の越川駅逓の取り扱い人であった②多少その辺の薯を摺っていたようである。

158 〃 菊池仁兵衛 越川南 東1線 西21号南幾品川 〃 大4～ 昭初 〃 ①全くの個人小規模工場②菊池仁兵衛は各所の水車製作に頼まれている。

159 以久科南 北村良蔵 西5線 秋の川 〃 昭3～6 6人 組 大正2年 富山県より入地①農村の不況乗り切りに澱粉工場を始業したが希望空しく遂に閉業した②水車経1.8m巾60α㎝の小型。

160 〃 不詳 西4～5号 間 秋の川 〃 大6～10 〃 工場の所在は認められるも名は浮かばずじまい。
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表 一6澱 粉 工 場 一 覧(以 久 科 南 ・富 士 ・三 井 ・豊 里 ・中 斜 里 ・来 運 ・美 咲 ・川 上)
番号 地 区 設 置 者 線 ・ 号 動力・型式 年 代 証 言 者 備 考
161 以久科南 石田喜四郎 西4線 西 秋の川 水 車 明44～ 昭36 6人 組 石田喜四郎 明治40年石川県より①明治44年酒巻亀三郎が数年間小型水車で回し②大正2年 より石田喜四郎が引き継ぎ経営(藤 原かおる談)③ 水車は経4.5m巾1

.3mの 大型であったがタービン水車にしてから更に増馬力になる。
162 〃 内海正雄 西4線 秋の川 〃 大5～10 〃 澱粉景気の消滅により廃業し精穀業に転ず。
163 〃 明地文治 西4線 東 秋の川 〃 大5～13 〃 明治39年 香川県より入地(最 初は豊倉)① 澱粉景気消え精穀に転業。
164 〃 管野善八 西3線 西11号 秋の川 〃 大10～ 昭8 〃 明治38年 宮城県より入地①この工場は創始者管野善八が約10年間経営しその後小笠原勘太郎が数年操業後木工場に移る。
165 〃 小笠原勘太郎 三井 東5線 東11号南 駅鈴川 〃 昭23～25 〃 岩手県 明治36年①自家用も消化するが主として委託加工を目的として当時の工場としては大規模の部に属す。②随って以久科学校付近の古米吉夫の辺からも遠

く道の悪いのにも厭わず運搬したものだった(古 米証言)。

166 〃 中谷峯吉 西3線11号 秋の川 〃 大5～ 昭3 〃 明治40年 千葉県より入地。
167 〃 鈴木平治 西3線11～12号 間 秋の川沿 〃 大5～10 〃 明治40年 宮城県 水車経3.6m巾90cm情 報提供者60,4,3以久科公民館 代表古米吉夫、明治37年5月4日 生(当 時以久科南)岡 崎豪(以 久科北)三 浦耕三(以

久科南)市 村勝太郎(以 久科北)午 来義雄(以 久科南)高 橋一郎(以 久科北)以 上6人 。
168 富 士 朝倉勝巳 基線の東13号北 発動機 昭30～33 西田悟 ・勝巳

の子息六雄
大正7年 愛知県より入地。

169 〃 大友忠治共同 西1線 西14～15号 発動機

モー ター

昭29～33 佐藤伊三郎 ①共同者 代表大友忠治、元村西蔵、高木大次郎、佐藤伊三郎、三浦正雄、原正雄、太田定治、管原②戦後の澱粉熱で建てられた。

170 〃 犬伏稔共同 基線15～16号 秋の川系 水 車 昭12～33 住吉勝一 ①富士部落全農家23戸加入②その後第二次戦終了好景気に分立した③町内の工場の設立の波を調べると1第 一次欧州大戦時の農産物価の暴騰時代(大 正3-8
年)2昭 和初期の不景気より脱却して農業が自立可能の明るい希望の時代 昭和12～3年 頃3大 東亜戦終了後の食糧難突破時代(昭23年 以降)④ この工場は
第二次時代の建設である。

171 〃 長尾鈴市共同 基線東16号 北 秋の川東 富士川 〃 昭30～35 大西義晴 ①共同者 代表長尾鈴市、佐藤勇、大西義晴、柴田、北村貞一、鈴木徳治。
172 〃 西田 悟 基線の西16号 〃

モ ー タ ー

昭31～ 現在 西田 悟 ①初代惣平 大正3年 徳島県より入地、二代一良、三代本人②ホクレン工場が操業しても独力で続けている自己の馬鈴薯耕作面積も町内最大の面積を保ち工場の
個人経営業4工 場の トップである③廃液の処理施設も近代化 し工場建物面積も250坪余④31年最初の建設に当たっては製材、大工、鍛治、水車一切を自力で敢行
その逞しい積極性は賞賛物(日 置)⑤ 水車経2.25m巾1.20m秋 の川系 富士川。

173 三 井 小笠原勘太郎 東5線 東11号 南 駅鈴川 水 車 昭23～25 6人 組 明治39年 岩手県より入地①中々に事業家で大正の初期 秋の川で澱粉工場を建て又戦後の23年、再度の好景気に建設している。
174 〃 高山敬蔵共同 西5線13号 北 〃

発動機
大4～ 昭33 高山敬蔵

土橋勝利
工場の歴史①大正4年 三井農場が農家の生産意欲向上の為、建設 当時としては、素晴らしく大規模の施設であった②朱円西から転住して来た土橋伝七に大正11
年に譲渡その後土橋の個人経営③戦後間もない20年部落農家26戸の共同化④動力は土橋がタービン水車に共同化後22年に電力に切り替える。

175 豊 里 林正太郎共同 豊里 ク 昭27～33 豊田一夫 ①澱粉工場操業について初歩未経験者同志で中々困難であった②共同者10人各人の薯を交代で摺った③戦後農家の生産増強のため工場新設の波はこのような高い
所まで押し上がっていった。

176 中 斜 里 農工連中斜里工場 中斜里 モ ー タ ー 昭34～ 現在 柴田武雄 ホクレン中斜里澱粉工場①昭和34年始業2億5000万 円、目標斜里町54万俵②35年斜里郡3町 に拡大し目標80万俵③42年農協の委託加工に切り替える④48年より57

年まで美咲国有林内に大排水池を設け流入させる⑤58年よりデカンタ方式によりタンク車で直接畑に還元する⑥60年4月 斜里郡農産加工農業共同組合に完全に独
立する 買収価格 敷地を除き6億5000万 、集荷目標270万俵、原料処理工場としては国内第一の規模を誇る。

177 〃 小野正宜 〃 〃 昭12～33 小野正宜

賑 撫 翻 爺 宮城県より入地①始業は昭和12年だが増設拡張は戦後の昭和25年②昭和1・年以降の第・回工場時代・・建て戦後25年の第3回 目景気・・拡張
178 〃 音田清太郎 中斜里41 〃 昭10～33 〃 始業は神前兼吉が建て昭和16年より音田清太郎が譲り受け操業した。
179 〃 伊藤長太郎 基線東11～12号 水 車

モー ター
大13～ 昭33 〃 大正6年 倶知安より入地①初代樟吉が艀化場川右岸で馬廻し風の工場を回していたようだが確かでない②当初経3.6m巾1.2mの 水車だったがタービン水車に切り替え増強す

る③第2、 第3回 の澱粉景気の波に乗り活発な業態振りだった④フカバ川系。
180 〃 太田半二 東1線13号 馬廻・水車

モー ター

大5～ 昭35 〃 父岩松 明治43年愛知県より入地①初代岩松の始業 後半二が引き継ぎ操業した②フカバ川系。

181 三 井 熊谷長助 東2線13号 発動機 昭5～28 〃

182 来 運 木下忠平 西1線13号 フカバ川 水 車 大5～ 昭不
詳

内田 典 この地区に三井農場小作人として開拓者が入ったのが大正3年 からであるのに第一次澱粉の好景気を迎え5年 には工場が建てられたその状態は町内何処も同様で

あった。
183 〃 武正共同 西1線14号 北 フカバ川 〃 昭5～18 〃 代表者 大正7年 瀬棚利別より入地①共同者 武正伴五郎、津田利助、神山始②水車の経3.6m巾90cm。
184 〃 三井農場直営 現フカバ所在地 フカバ川 ク 大6～8 〃 この直営工場も大正時代の農家経済に大きく寄与したが再建されなかった。
185 〃 大槻万太郎 東1線15号 来運川 〃 昭10～37 ク ①宮城県一豊浦 大正14年入地②ホクレン工場始業3年 位前に3戸 の共同化にする③水車の経3.3m巾90cm④ 石田幸次郎大工はその後部落に定住した。
186 〃 奈良 覚 東1線15号 南 来運川 ク 昭7～18 〃 ①山梨県一胆振一大正7年 入地②農村の不況時代より僅かに初光が見え出した時代に操業し続けたが召集により挫折。
187 〃 塚本宗太郎 東2線15号 南 水 車 昭3～33 内田 典 香川県より大正年に入地。
188 美 咲 吉野 正 2号 野川道路沿 発動機

モーター

昭9頃 ～29

頃

小沼敏晃 初代吉野清吉は大正3年 兵庫県より入地①澱粉景気の第二次及び戦後の第三次期に一時は随分と盛大な操業がなされた。

189 〃 熊谷一雄 3線3号 北
:

昭27～33 熊谷一雄 ①初代養作は十勝より明治43年に入地②戦後の澱粉景気時代に工場の少ないこの地区で工場新設に踏み切り努力した③年間2500～3000俵を処理した。

190 川 上 杵渕健次郎 西1線 東6号 南 モー ター 昭31～37 杵渕健吉 昭和4年 白糠より①北一工場より脱退、大規模工場を独立させた②戦後の澱粉熱に挑戦。
191 〃 北一共同 西1線 東7号 南 〃 昭12～33 7人 組 共同者 当初7名 で出発、以下の如く①今野久寿、杵渕正雄、樽万吉、今野清、鈴木善吉、杵渕健次郎、富永栄吉②その後杵渕健次郎は独立したが15戸位に増加し

て3年 操業した③この工場も第2回 目の澱粉熱時代に建設されている。
192 〃 安藤庄作 1線東9号 南 馬 廻 大6～12 ク ①発動機は大正13年より昭和2年 まで②以後モーターに切り替える。
193 〃 日笠亀市 1線 の東8号 南 ク 大5～8 〃 明治41年 香川県より入地(最 初は豊倉東)。
194 〃 東城東蔵 西2線 の西8号 北 発動機

モーター
昭26～33 東城 実 昭和6年 福島県より入地①26年より一30年発動機②31年より一終業までモーター この地方でも実力のある農家は戦後の工場持ちの有利さと座視出来なか

った故決意した(日 置)
。
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表 一7 澱粉工場一覧(川 上 ・美咲 ・大栄)
番号 地 区 設 置 者 線 号 動 力・型式 年 代 証 言 者 備 考

195 川 上 森 与一 2線 東8号 南 馬 廻 大5～7 7人組 明治40年 岐阜県よ り入地 、

196 〃 田片富太郎 西1線 西9号 北 モ ー タ ー 昭14～17 〃 大正3年 余市より入地。

197 〃 安藤庄作 基線の西8号 南 発動機 大13～ 昭33 〃 ①発動機は大正13年 よ り昭和2年 まで②以後モー ターに切 り替える。

198 〃 吉本虎治 西1線 東10号西 馬 廻
モー ター

大5～ 昭33 ク 大正8年 香川県より入地(b初代虎治 馬廻し、 二代忠太郎モーター昭和10年頃より31年まで山本信松が操業。

199 〃 山下精一 2線 西10号 南 ラムイ川 水 車 大13～ 昭2 〃 大正4年 香川県より入地,

200 〃 岡本喜三郎 ラムイ 西4線 の東11号 北 馬 廻 大5～14 〃 明治38年 三重県よ り入地。

201 〃 村上清吉 西3線 西12号 北 ラムイ小川 水 車 大8～ 昭14 7人組代表

大野 修
情報提供者 代表大野修 大11,8,i生 、東城実、小椋庄三郎、橋本健吉、富永敏夫、杵渕健吉、川村武雄、7人 昭和60年4月11日 川上公民館。

202 〃 山下芳太郎 ラムイ 西3線 の西11号 南 馬 廻 大5～ 昭不

詳

田片セッ 大正4年 香川県より入地①町史下巻に川上部落に昔(横 田利作)な る者の経営する工場在りとある 多く聞き取りするも判明しなかったが田片セツの伝える処
によると場所等より推定してこの山下工場の前経営者の如く証言あり。

203 〃 美馬彦作 西3線 の西11号北 水 車

発動機
モーター

昭5～40 7人組 経営者が4代 変わ っている① 昭5-10飯 沼弥八 水車、昭11-19伊 藤国太郎 発動機、昭20-23釧 路鉄道管理部 発動機、昭24-40美 馬彦作 電力② 水車経3.6m

巾90cm。

204 〃 岡本喜三郎 ラムイ

西2線ll号 南

発動機 昭2～15 〃

205 〃 服部 某 3線 の西10号南 馬 廻 大5～14 〃 始業後 服部が操業していたが閉業前3ケ 年は小椋が経営した。

206 〃 川村文一 西3線9号 南 発動機 大10～ 昭2 川村武男 大正7年 余市より入地。

207 〃 川村文一 西3線10号 北 モ ー タ ー 昭3～33 〃

208 〃 高松保則 西4線 の西9号 南 〃 昭12～25 7人組 ①高松保則が3ケ 年吻次に生方が3ケ 年③渡が最後まで操業。

209 〃 岡浪次郎 西4線 の東8号 南 発動機 大10～ 昭5 〃 小清水町字止別に転出。

210 〃 伊藤国太郎 3線 東6号 北 モーター 昭13～33 7人 組 大正6年 倶知安よ り入地 ①元木 が13年 よ り一18年 まで、富永栄吉が19年 より20年 まで、伊藤国太郎が21年 よ り31年 まで、伊藤 長太郎が32-33年 まで以上の よ

うに経営 者が交替 している。

211 美 咲 林竹之助 西4線3号 南 発動機 昭15～18 林 民夫 前年 大栄地区より移設して経営中18年終業後の台風で工場倒壊 しそのまま閉じた。

212 大 栄 林竹之助 上斜里1線3号 南 〃 昭12～14 〃 ①子供の頃のこと故正確に記憶せず千歳に居住の兄より情報入手②昭和10年以降は本町第二次の澱粉工場経営期に入り各部落でこの期の着業が多い(日 置)。

表 一8.三 動 力 ・地 区 別 工 場 数

地 区

動 力

岩

尾

別

ウ

ト

ロ

日

の

出

峰

浜

朱

円

東

朱

円

朱

円

西

以
久
科
北

越

川

以
久
科
南

豊

倉

富

士

三

井

豊

里

中

斜

里

来

運

美

咲

川

上

大

栄

明 大 初 6 8 4手 3 6 4 1 7 39

大 ・ 昭 1 1 2 1 1 6

馬

廻

し
戦 後

計 1 7 8 6 4 6 5 1 7 45

明 大 初 1 1 2

大 ・ 昭 1 1 3 3 4 6 4 1 2 1 2 2 9 1 40

電
発
動
機

戦 後 1 4 1 1 3 3 1 6 1 4 2 1 1 1 2 32

計 1 5 1 1 4 6 8 8 10 2 6 2 1 1 3 3 11 1 74

明 大 初 1 12 9 4 13 17 1 2 2 61

大 ・ 昭 1 4 3 1 1 1 6 3 1 1 4 1 27

水

車
戦 後 1 1 2 1 5

計 3 17 12 5 1 1 19 20 3 2 1 6 3 93

合 計 1 5 5 18 23 19 15 13 35 27 6 5 3 1 5 6 3 21 1 212

盗
晃
轟
曹
盈
奪
詣
楚
巾
∵

藩
一
ω
藩

・
一
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表一9.地 区別澱粉工場内訳 (*印 戦後)

地区 動 力 工 場 名 操業期間 地区 動 力 工 場 名 操業期間 地区 動 力 工 場 名 操業期間

岩尾別 発 *岩尾別共同工場 昭32-33 ウナベツ川 藤 井 房 吉 大6-12 手(馬 に含) 栗 原 佐 吉 明32-40

発 佐 木々平治 共同 昭16-33 〃 佐々木 三 郎 昭15-33 馬 丹 羽 量 大6-8
ウ `

ト

発 *桑 島 宜 一 昭31-33 馬 鶴 巻 茂 次 大8-9 〃 片 山 孫四郎 大8一 昭2

口
発 *川村 清一 共同 昭30-33 朱 〃 松 井 某 大8-12

朱
ク 蛭 田 金三郎 大9-11

⑤
発 *小 池 幸太郎 昭26-33 〃 三 村 周一郎 大8-10 〃

、
近 藤 甚右ヱ門 大12昭2

発 *桑 島 貫 昭31-33 〃 熊 岡 辰 三 大8-11 〃 屋根田 鉄太郎 昭4-9

日

ホロトマリ川 西 沢 三九郎 大8-10 円 〃 山 田 諄 一 大8-9

円
オクシベツ川 小 林 鉄 治 昭3-33

の

〃 上 林 政 太 大12一昭40 〃 稲 月 三太郎 大8一 昭2 発 土 橋 伝 七 大7-9

ヌカマ ップ川 *藪 重男 共同 昭23-33 〃 朝 倉 伝 次 大13一昭3 〃 芳 賀 共同 昭5-30
出 西

⑤
ライネコタン川 小野 徳衛 共同 昭18-31 東 オクシベツ川 小 原 亀之助 大5-12 〃 日 笠 義 光 昭12-33

発 八 幡 長 助 昭14-19 〃 佐 藤 初右ヱ門 大5-10 〃 羽田野 数 七 昭12-33

ウナベツ川 羽田野 耕 三 大4-10 〃 佐 木々 万太郎 大5一 昭34 〃 *弦 間 義 次 昭29-33

〃 藤 盛 金 吉 大2-4 ⑳ 〃 林 勘十郎 明41一大9

⑮
雨胞 *河 田 栄 作 昭27-33

〃 阿 部 松五郎 大6-10 〃 滝 田 幸 吉 昭5-33 〃 *斜 網 工 場 昭34-36

〃 坂 井 惣太郎 大7-10 発 大 内 保 大10-12 発 鈴 木 豊 助 大13昭2

峰 〃 谷 本 某 大9-11 〃 菊 池 幸 治 昭12-53 馬 加 藤 磯次郎 大5-14

〃 一之沢 定 吉
大10-13 オクシベツ川 石 川 常 夫 明43一昭33 〃 近 藤 明 大6繰業中

〃 坂井男一郎 共同 昭5-33 〃 森 田 幸 正 明44一昭33 以 〃 森田、高橋 共同 明44一昭33

シュマ トカリ川 佐 藤 沢 治 大8-14 〃 羽田野北雄 共同 昭13-23 〃 佐 山 久 治 大14一昭33

浜

〃 中 村 善 七 大7-15 〃 佐 藤 初右ヱ門 大3-9 久 アッカンベツ川 及 川 清 治 大10-15

〃 藤 盛 憲 蔵 大5一 昭33 朱 〃 橘 田 義 教 大7一 昭33 発 林 仁兵衛 大6-14

〃 馬 場 退 蔵 昭5-20 馬 長 島 徳次郎 大6一 昭39 科 〃 新 川 常 夫 昭4-41

ポンシュマトカリ川 斉 藤 覚 大8-9 〃 香 西 久 七 大8-13 〃 樽 見 佐太郎 昭6-21

〃 中 内 吉太郎 大6-14 〃 上 野 松太郎 大8-9 北 〃 木 村 義太郎 昭6-34

⑱ 〃 荒 木 弥 六 大8-11 〃 竹 田 万次郎 大7一 昭22 〃 市 村 勝 治 昭8-38

〃 内 藤 朝 樹 大8-12 円 〃 小 池 健之助 大8-13 ⑬ 〃 尾 河 幸 一 昭10-34

〃 小 沢 某 大8-10 〃 細 谷 賢 大9一 昭12 〃 楠 喜 八 昭6-15

〃 村 越 定 吉 大8-9 〃 黒川、波多野 共同 大7一 昭33 電 *山 田 修 男 昭27-41

発 *小 山田 共同 昭25-33 〃 長 尾 宇 一 大5-6 幾 品 川 大 浦 倉 次 大5-13

雨屯 *宮 内 武 昭28-40 発 稲 月 久 雄 .昭7-33 越 〃 谷 本 松 雄 昭7-34

朱 発 河 田 辰 巳 昭2-40 ⑲ 〃 牧 野 治 作 昭8-33 〃 河 田 辰 治 大3-10

ウナベツ川 藍 葉 庄 治 大5-8 〃 片 山 登 昭14-33 〃 田 中 雪 夫 大5一 昭38

円 〃 丹 羽 虎之蒸 大9一 昭40 〃 *日置 順正 共同 昭27-33 川 〃 白 井 伍 市 大5-12

〃 鶴 巻 藤亀平 昭5-36
蛋胞 *山 田 誠一 共同 昭27-33 〃 山 田 栄次郎 大3一 昭23

東 〃 今 野 忠 八 大8-13 〃 *羽田野 郁 共同 昭29-40 〃 浅 野 徳太郎 昭9-40

〃 上 村 源之助 大6-12 ⑳ 〃 島 田 庄次郎 大12一昭初期

一59一
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戦後)(*印地区別澱粉工場内訳表 一10.

地区 動 力 工 場 名 操業期間 地区 動 力 工 場 名 操業期間 地区 動 力 工 場 名 操業期間

幾 品 川 平 田 久 治 大4一昭中期 幾 品 川 海道、滝川 共同 大2-5

⑤
電 小 野 正 宜 昭12-33

〃 長 尾 与右ヱ門 大10一昭35 〃 田 中 庄兵衛 明37一不詳 〃 *中斜里農工連工場 昭腔操業中

〃 菊 池 仁兵衛 大4一昭初期 〃 煙 山 源 一・ 昭3-38 ふ 化 場 木 下 忠 平 大5一 不詳

〃 浅 野 徳 重 大5一大終期

以
〃 田 中 時 蔵 大8一 昭11 来 〃 三井農場 直営 大6-8

〃 神 谷 庄次郎 大8一 昭20 〃 香 西 権三郎 大5一 昭33

運

〃 武.正 共同 昭5-18

越 馬 中 島 仙 蔵 大5-10 〃 板 橋 清二郎 大5一 昭12 来 運 川 塚 本 宗太郎 昭3-33

〃 水 谷 才 一 大5一 昭34

久
〃 石 川 芳 次 明40一昭5 ⑥ 〃 奈 良 覚 昭7-18

〃 目 黒 繁 村 大5一 昭17 〃 高 橋 菊太郎 大5一 昭12
〃 大槻万太郎 共同 昭10-37

〃 田 熊 忠兵衛 大7-14 〃 田 中 伊三太 大7-9 美 発 吉 野 正 昭9-29

〃 石 塚 七 郎 大7-10

科
〃 午 来 久 助 大3-5 咲 〃 林 竹之助 昭15-18

〃 大 鹿 宮 一 大8一 昭40 〃 内 城 某 大3-5 ③ 〃 *熊 谷 一・ 男 昭27-33

沢 水 羽 田 佐 蔵 大5一 昭2 馬 三 浦 耕 三 大9-10 馬 岡 本 喜三郎 大5-14

〃 尾 河 万 助 大3一昭初期

南
〃 古 米 安次郎 大9-10 〃 山 下 芳太郎 大5一 不詳

川 〃 村 崎 菊 造 大13一昭38 〃 山 中 富 蔵 大5-8
〃 安 藤 庄 作 大6-12

〃 音 田 禎 一 大3一 昭40 電 以久科 四線共同 昭12-47
〃 吉 本 虎 治 大5一 昭33

〃 音 田 初 雄 大3一 昭40

⑳
〃 *橋 本 茂 昭27一操業中 川 〃 服 部 某 大5-14

アツカンベツ川 越川北 共同工場 昭5-33 馬 山 崎 宗次郎 大10-15 〃 日 笠 亀 市 大5-8

発 平 下 克 雄 昭11-37 〃 細 川 茂 七 大5-15 〃 森 与 一 大5-7

〃 植 村 照 吉 昭10-40 電 以久科 三線 共同 昭8・33 ラム イ川 美 馬 彦 作 大5一 昭40

〃 出 口 光 作 昭10-40 豊 〃 *田 中 米 助 昭27-33
〃 村 上 清 吉 大8一 昭14

〃 *島 田 庄次郎 昭26-36 〃 *長 野 栄 昭29-33
〃 山 下 精 一一 大13昭2

⑳' 〃 *大須賀 治三郎 昭28-41

倉
発 三 井 共同工場 昭16-25 上 発 岡 本 喜三郎 昭2-15

〃 *平 下 節 夫 昭26-42 ⑥ 〃 *山 本 喜三郎 昭27-37
〃 川 村 文 一 大10一昭2

〃 *沢 田 政 一 昭28-38
〃 *飛 世 昭 七 昭28-40

〃 安 藤 庄 作 大13一昭33

〃 *平 下 義 男 昭27-37
官

秋 の 川 犬伏 稔 共同 昭12-33
〃 岡 浪 次 郎 大10一昭5

〃 *平 岡 栄 松 昭31一操業中

田

〃 *長尾、鈴市 共同 昭30-35
ク *東 條 藤 蔵 昭26-33

電 *河 田 敏 雄 昭27-41 士 〃 *西 田 悟 昭31一操業中 電 川 村 文 一 昭3-33
曾

秋 の 川 鈴 木 平 治 大5-10 発 *大友 忠治 共同 昭29-33 ⑳ 〃 高 松 保 則 昭12-25

以 〃 中 谷 峯 吉 大5昭3

⑤
〃 *朝 倉 勝`己 昭30-33

〃 田 片 富太郎 昭14-17

〃 管 野 善 八 大10一昭8 三 豊 里 川 高山 敬蔵 共同 大4一 昭33 〃 北 一 共同 昭12-33

久 〃 明 地 文 治 大5-13 井 駅 鈴 川 *小笠原 勘太郎 昭23-25 〃 伊 藤 国太郎 昭13-33

〃 内 海 正 雄 大5-10 ③ 発 熊 谷 長 助 昭5-28 〃 *杵 渕 健次郎 昭31-37

,

科 〃 石 田 四 郎 明44一昭36 豊里① 発 *林 正太郎 共同 昭27-33 大栄① 発 林 竹之助 昭12-14

〃 不 詳 大6-10 中 馬 太 田 半 二 大5一 昭35

南 〃 北 村 良 蔵 昭3-6 斜 フ カバ川 伊 藤 長太郎 大13一昭33

〃 小笠原 勘太郎 大4-12 里 電 音 田 清太郎 昭10-33
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① 薪の切 り出し

写真説明 ②

① 乾燥用の薪は前年の2～3月 ごろ切 り出 され、

1年 ほど積み上げておくと火力が強まった。

② 馬車一台におよそ10俵 の芋 を積むことがで き、

工場内にはベル トコンベアーで搬入 された。

昭和10年 頃。

③ 昭和2年 に川村文一が導入 した石油発動機。

斜里では林仁兵衛が大正6年 に焼玉エンジン

を使用 したのが最 も古い。

④ この過程で砂、一番粉、二番粉が分離 される。
「なまこ」は粉砕され乾燥室に運ばれるが

、

火具合いが品質を大 きく左右 した。

原料芋の搬入

⑤ お もに女 性 の 仕 事 。 一一袋12貫(45kg)と 定 め

られ て い た 。 この 後 、 品 質 検 査 を受 け て 出荷

され る。

⑥ 以 久 科 、 朱 円 、 峰 浜 方 面 は植 民 軌 道(馬 車 鉄

道)で 現 在 の農 協 付 近 に集 荷 され た。 台 車 は

2両 編 成 で 、 一 台 に40～50袋 が積 み 込 まれ た。
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♂頑選,講 賊 警

③ 石油発動機

④ さらし工程

⑥ 殖民軌道で集荷される澱粉

1の 育 璽
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旧田中澱粉工場の水車(越 川)

手廻 し(模 型)

馬廻 し(模 型)
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